
第 12回 第４次静岡市総合計画策定会議 

                       日時：令和５年１月 11 日（水） 

                          13 時 30 分から 14 時 30 分 

                       会場：オンライン会議（各執務室） 

１ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 議題 

（１） ４次総における指標の設定について         資料１ 

４ 報告事項・その他連絡事項 

（１） 実施計画の策定について               資料２ 

（２） 今後のスケジュールについて           資料３ 

５ 閉会 

【ＺＯＯＭ】ＩＤ：982 3107 6301 

パスコード：533 015 



第４次総合計画における評価及び指標設定の考え方
３次総の評価における課題（政策の体系的な整理や適切な指標設定など）を踏まえ、一律に評価

するのではなく、評価の目的や性質に応じ、メリハリをつけた評価を実施する。

加速する社会変化に柔軟に対応するために、政策・施策・事務事業の改善によりつながるような

評価を実施する。

４次総の評価は、「人口活力の向上」「分野別の政策」「５大重点政策」「事務事業」とする。

人口活力の向上は、４次総における分野別政策、５大重点政策、各事務事業の推進により、図ら

れるものであり、前期・後期の最終年に達成度合いの確認を行う。

５大重点政策は、ロジックモデルを活用したプログラム評価を新たに実施するため、特に４次総

前期は、外部評価委員の意見を伺いながらロジックモデルの見直しに主眼を置いた評価を行う。

指標設定の考え方 運用方法 評価サイクル 評価手法

人口活力の
向上

①定住人口、②交流人口、
③関係人口、④まちと暮らし
の豊かさ、に係る指標を設定

【指標数】７

・人口活力の向上の成果を測るために①～④
それぞれに指標を設定

・毎年指標の進捗確認を行い、前期、後期最終
年に、達成度の確認を行う。

内部評価＋
適宜有識者
意見聴取

1

人口活力
４次総前期 ４次総後期

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

内部
評価 － － －

〇
4次総

後期に向け
た見直し

－ － －
〇
5次総
に向けた
見直し

※具体的な評価方法については、評価を実施しながら総務局と連携し、見直しを図っていく。

参考：４次総体系図

進捗確認 進捗確認

【人口活力の向上】

指標設定の考え方 運用方法 評価サイクル 評価手法

分野別
の政策

分野全体を代表する指標を
３つ程度設定

【指標数】約30

・指標の達成度合いと要因分析により、分野に
おける政策・施策の取組の進捗状況を評価

・社会情勢や進捗状況を踏まえ、取組事業や
事業内容を見直し

内部評価＋
適宜有識者
意見聴取

５大
重点政策

政策の取組方針に対し指標
を設定
（政策一つに４～６程度）

【指標数】約25

・ロジックモデルを用いて、政策施策を体系的
に整理する

・作成したロジックモデルを活用したプログラム
評価を実施

・ロジックモデル（政策体系）を評価結果に応じ
て見直し、政策の改善につなげる

内部評価＋
外部評価

事務事業
評価

各事業に、アウトプット指標
とアウトカム指標を設定

【指標数】約1500※現状

・アウトプット指標による進捗管理と、アウト
カム指標による成果の確認

・実施事業の見直し
内部評価

【政策･施策･事務事業評価】

内部
評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

外部
評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

４次総前期 ４次総後期
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

内部
評価

〇 〇 〇 〇
4次総

後期に向け
た見直し

〇 〇 〇 〇
5次総
に向けた
見直し事業等の見直し 事業等の見直し

ロジックモデルの見直し ロジックモデルの見直し
4次総後
期に向け
た見直し

５次総
に向けた
見直し

内部
評価

〇 〇 〇 〇
4次総

後期に向け
た見直し

〇 〇 〇 〇
5次総
に向けた
見直し事業等の見直し 事業等の見直し

（３次総）

（３次総）

（３次総）

（３次総）

資料１－１



4次総「人口活力の向上」 指標の設定について 資料１－２

区分 指標（単位）
設定の背景

(なぜその指標を設定したか)
計測方法

計測の頻度
現状値
目標値

目標値の設定理由

定
住
人
口

総人口（人）

•人口減少そのものを抑えることが、
本市の発展にとって極めて重要な課
題であることから、指標として設定
（基本計画に明記している）

国勢調査

（５年に１回※Ｒ７、Ｒ
12)

693,389人(Ｒ２) •国立社会保障・人口問題研究
所による、2018年の推計人口
を上回る総人口を目標値とし
て設定

Ｒ７：669,536人超
Ｒ12：646,098人超

交
流
人
口

観光交流客数（人）
•本市を訪れる観光客を増やすことが
経済活性化につながることから、指
標として設定

観光施設の入込客数調査

（年４回調査※四半期ごと
毎月の数値を集計）

15,278,000人(Ｒ３) •「観光・交流」分野で同じ指
標を設定するため整合を図る
•静岡県の観光基本計画及びコ
ロナ禍以前の直近の増加率を
基に算出

Ｒ８：27,788,000人
Ｒ12：28,348,000人

関
係
人
口

「関係人口」創出に資する事
業実施数（事業）

•人数や効果に係る指標を設定しにく
いことから、まずは取組事例を増や
すためのアウトプット指標を設定
•短期で完了する事業もあるため、期
間中に実施した事業の合計とする

庁内調査

（毎年）

３事業(Ｒ４)※調査中

•１年度あたりの、「関係人口
に資する新規事業」を２事業
として目標を設定

Ｒ８：11事業
(R4＋8事業)

Ｒ12：19事業
(R4＋16事業)

ま
ち
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ

市
民
意
識
調
査

「あなたは、静岡市に誇り
や愛着を感じていますか」
（％）

•豊かな暮らしが送れるまちには誇り
や愛着が湧く、との考えから指標を
設定

市民意識調査(広報課)

（毎年）

81.5％(Ｒ４)
•総合計画全体を象徴する指標
としてストレッチ目標を設定Ｒ８：86％

Ｒ12：90％

「あなたは、静岡市が活気
があり、人を惹きつける魅
力があるまちだと思います
か」（％）

•豊かなまちとは、人を惹きつける魅
力があるまちである、との考えから
指標を設定

35.9％(Ｒ４)
•少なくとも市民の半数以上が、
まちの魅力を感じている状態
を目指す

Ｒ８：43％
Ｒ12：50％

「あなたは、これからも静
岡市に住み続けたいと思い
ますか」（％）

•まちと暮らしが豊かであれば、市民
は住み続けたいと感じる、との考え
から指標を設定

83.3％(Ｒ４) •４次総全体を象徴する指標と
してストレッチ目標を設定
•（参考）さいたま市総合計画
では、同指標について90％以
上を目標値として設定

Ｒ８：86％
Ｒ12：90％

市民一人あたり市内総生産額
（万円）

•まちと暮らしの豊かさを定量的に測
る経済指標を設定（議会からの政策
提言にも沿う）

「しずおかけんの地域経
済計算」(静岡県データ活
用推進課)

（毎年※ただし２年遅れ
で公表)

504万円／人(Ｒ１) •「第３次産業振興プラン」で
同じ指標を設定する予定であ
り、整合を図る
•コロナ禍以前の直近の増加率
を基に算出

Ｒ８：547万円／人
Ｒ12：587万円／人

定住人口・交流人口・関係人口の取組を総合的に推進し、
まちと暮らしを豊かにする(４次総基本計画 第４章)
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4次総５大重点政策
指標の設定について

資料１－３



４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

2

取組方針 事業の考え方 主な事業

・第２子以降保育料の完全無償化
・出産・子育て応援給付金給付事業
・未就園児等相談支援強化事業
・屋内遊び場施設整備調査事業
・あったかしずおか・寄り添い子育て

情報の発信（SNS、子育て応援総合サイト）

（１）
子どもが安心して育ち、子育てしやすい環境が充
実している

【指標案】
・子どもを生みやすい、育てやすい環境が整っている
と思う市民の割合

・自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合

狙い

子どもを持つ親が安心して子育てができる環境が
整っている

困難を抱える子ども・若者が安心して生活できて
いる

子どもの育ちと長寿
を支えるまちの推進
【子ども・子育て＋健康長寿・誰もが活躍】

目指す姿

取組の方向性

・城内中学校エレベーター等整備事業
・医療的ケア看護職員配置事業
・医療的ケア児等コーディネーター設置事業

・ヤングケアラー支援事業
・外国人児童生徒等支援事業
・教育相談員活用事業（小学校）
・発達早期支援事業
（あそびのひろば、ぱすてるひろば）

・経済的な負担感や不公平感の解消に資する事業
・妊娠・出産・子育て過程における孤独感・不安感
の解消に資する事業

・子育て支援情報の発信力強化に関する事業
・安全・安心な子育て環境の充実に関する事業

・インクルーシブ教育・保育の推進に関する事業
・多文化共生教育の推進に関する事業
・心の不安を抱える子ども・若者への支援事業
・教育の機会均等に資する事業
・子どもの貧困対策に関する事業

・かかりつけ医の総合的評価による介護
予防事業

・認知症ケア推進体制整備事業
・静岡型MCI改善プログラム普及事業
・清水区脳梗塞予防実証実験事業負担金
・医師確保支援事業（２）

市民が、住み慣れた地域で、健康で自分らしく暮
らすことができている

【指標案】
・健康寿命
・就労・社会参加に取り組む市民の割合

医療・介護の専門職による切れ目ない支援が受け
られている

市民の連携による地域での支え合い体制ができて
いる

・地域包括支援センターの運営及び機能強化

・重層的支援体制整備事業への移行準備事業

・Ｓ型デイサービス事業
・地域生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置事業
・自殺対策事業

・在宅医療・介護にかかる専門職の連携の促進に
関する事業

・認知症に係る適時・適切な医療・介護の提供体制
整備に関する事業

・介護予防を促進するための事業
・日常生活、終活支援、見守りに関する事業
・生きがい、社会活動の環境整備に関する事業

子どもから高齢者まで、誰もが心身ともに健康で人生を楽しみながら、
自分らしく活躍し、暮らすことができるまちづくり

•人口減少・少子高齢化によって現役世代が減少するとともに、将来を担う子ども・若者を取り巻く課題が複雑化している現代において、持続的に人口活力を向上させていくために
は、まちづくりの主体である市民が、世代や立場、生活環境を問わず、心身ともに健やかに育ち、生きがいをもって自分らしく活躍できる社会の仕組みづくりが必要です。
•そこで、安心して楽しく子育てができる環境の整備や、困難を抱える子ども・若者といった特別な支援を必要とする市民への対応の強化などに取り組みます。
•さらに、誰もが住み慣れた地域で、いつまでも健康で暮らし活躍できるよう、様々な関係機関等の連携による切れ目のない支援体制の構築や、市民が自主的に健康長寿、就労・社
会参加のために活動できる環境づくりなどに取り組みます。

市民が自主的に健康長寿で活躍していくための取組
を行っている

・就労困難者への支援に関する事業
・生涯を通じた活躍の促進に関する事業
・健康づくりに関する事業

・誰もが活躍支援プロジェクト検討事業
・生涯現役地域づくり環境整備事業
・就職氷河期世代再チャレンジ支援事業
・生涯活躍のまち静岡（CCRC）推進事業
・食育推進事業
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関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



4次総５大重点政策 指標の設定について

子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進

取組方針 指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

子どもが
安心して
育ち、子育
てしやすい
環境が充
実してい
る

【指標１】
子どもを生みや
すい、育てやす
い環境が整って
いると思う市民
の割合

安心して楽しく子育てができるためには、環境の整備が重
要である。子どもを生みやすい、育てやすい環境が整って
いると実感している市民の割合の推移を把握することで、
施策の効果を測定し、その向上を図る。

妊娠後期、１歳児、
２歳児における子
育て家庭へのアン
ケート調査（子ども
家庭課調べ）
（毎年）

（現状値）28.9％（R4）
（市民意識調査20～40代）

新制度移行後（H27～）の市民意識調
査（静岡市が子育てしやすいまちだと思
うか）において最も高かった数値である
H28の４６．６％（20～40代平均）を
超える５０％をR12の目標値とし、現状
値とR１２の目標値の中間値をＲ８の目
標値として設定。

R８ ：40％
R12：50％

【指標２】
自分にはよいと
ころがあると思
う児童生徒の割
合

子どもが安心して育つためには、困難を抱える子ども・若
者への支援が重要である。自己肯定感が高く、いきいきと
成長できている子どもの割合を把握することで、施策の
効果を測定し、その向上を図る。

全国学力学習状況
調査

（毎年）

（現状値）小学生８０.４％（R4）
中学生７７.２％（R4）

過去の調査結果では、年によって結果
にばらつきがある。更にコロナの影響も
あり数値は減少傾向である。そのため、
ばらつきがある本市の数値を比較する
より全国平均を確実に上回ることを成
果とする。本市と全国平均との比較で
は、小学校が＋１.4％、中学校が＋
0.7％であるが、小学校で＋１を達成で
きていない年度もあることから、前期は
＋１、後期は＋２を目標値として設定。

R8  ：全国平均＋１
R12：全国平均＋２

市民が、住
み慣れた
地域で、健
康で自分
らしく暮ら
すことがで
きている

【指標３】
健康寿命

更なる高齢化が進む中、市民ができる限り健康で住み慣
れた地域で自分らしく暮らしていけることが重要である。
健康寿命の推移を把握することで、施策の効果を測定し、
その延伸を図る。

厚生労働科学研究
班による公表

（３年に１回）

（現状値）
男性：73.07歳（R１）

女性：75.25歳（R１）

2016年を起点に2040年までに健康
寿命を男女とも３年以上延伸を目指す
国の目標を踏まえ、2040年の指定都
市１位（浜松市）の健康寿命を算出。この
健康寿命からR8、R12の数値を逆算し、
その数値を上回る目標値を設定。
（逆算した数値：
R8 男性74.39歳、女性77.17歳
R12 男性74.85歳、女性77.62歳）

R８：（男性）74.4歳
（女性）77.2歳

R12：（男性）75.0歳
（女性）78.0歳

【指標４】
就労・社会参
加に取り組む
市民の割合

生きがいをもって自分らしく活躍できるためには、就労の
みならず、それぞれの状況やニーズに応じた社会参加を支
援していくことが必要である。
就労・社会参加に取り組む市民の割合を把握することで、
施策の効果を測定し、その向上を図る。

指標①これまでボランティア活動や社会貢献活動に参加
したことがある市民の割合
指標②30歳以上に占める「仕事あり」の市民の割合

（指標①）
地域福祉に関する
市民アンケート調
査
（４年に１回）

（現状値）75.5％（R3）

目標値を策定時以上の向上に設定。
R８ ：現状値より向上
R12：R8値より向上

（指標②）
国民生活基礎調査
（３年に１回）

（現状値）62.0%（R1）

目標値を策定時以上の改善に設定。
R８ ：現状値より改善
R12：R8値より改善

【指標５】
検討中

候補①医療・介護連携がうまくいっていると感じている専
門職の割合
候補②要介護高齢者一人当たりの医療費用及び介護費用
候補③要介護認定率

※（仮）静岡市健康長寿・誰もが活躍の
まちづくり計画に合わせて設定予定
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４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

アートとスポーツがあふ
れるまちの推進
【まちは劇場＋スポーツ振興】

目指す姿

取組の方向性

「文化芸術」と「スポーツ」の力を活かして、市民の暮らしが豊かになる
とともに、国内外の人々が活発に交流するまちづくり

•文化芸術、スポーツは、人々の感受性や創造性を育むとともに、多くの人の心を一つにする力を持った、暮らしの質の向上と地域経済の成長に欠かせない要素です。

•本市においては、演劇、音楽、伝統芸能といった四季折々に展開される「まちは劇場」による文化芸術と、サッカーをはじめとする多種多様なスポーツが、市民の生活に根付いて
おり、これらの地域資源をさらに磨き上げ、まちづくりに活かしていくことが必要です。

•そこで、市民が日常的に文化芸術に触れ、参加する機会の創出や、本市の文化芸術を求めて国内外から多くの人々が訪れるための仕掛けづくりなどに取り組みます。

•さらに、市民スポーツからトップレベルのスポーツまで、それぞれのステージでスポーツに親しむための環境づくりや、スポーツを通じて国内外の人々との活発な交流を促進する
ための場づくりなどに取り組みます。
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・市民文化会館再整備事業
・賑わい創出イベント事業
・市民参加型舞台公演事業
・ストレンジシード開催事業
・まちは劇場コンサート事業
・まち劇スポット事業

（１）
静岡の魅力・文化を求めて国内外から多くの人が
来静し、市民がまちは劇場としての文化芸術に親
しんでいる

【指標案】
・身近に文化芸術等が感じられるまちだと思う
市民の割合
・文化活動を行っている市民の割合
・文化芸術施設の入込客数

・核となる文化芸術による賑わい創出事業
・「まちは劇場」プロモーション事業
・静岡市プラモデル化計画推進事業
・駿府匠宿模型体験導入検討事業
・国際文化交流・発信事業

・日常生活のなかで文化芸術に触れる場の創出
(小規模イベント開催、スポットの創出・活用)

・パフォーマー、アーティストの育成

・文化芸術(まちは劇場)による交流促進
・地域の産業資源を活用した交流促進
・市外へのプロモーション活動

・「東静岡アート＆スポーツ／ヒロバ」

運営事業

・パラバドミントンサポートシティ推進
事業

・部活動環境支援事業

・アリーナ整備事業
・サッカースタジアム整備事業

（２）
スポーツの力を活かし、国内外との交流が促進さ
れ、市民がスポーツに親しんでいる

【指標案】
・スポーツ実施率
・スポーツをすることが好きな小中学生の割合
・スポーツ観戦者数

市民スポーツからトップレベルのスポーツまで多
くの人がスポーツに親しんでいる

スポーツにより、市内外の交流が活性化している

・アリーナ整備事業（再掲）
・サッカースタジアム整備事業(再掲）
・スポーツを通じた青少年国際交流事業
・全国少年少女草サッカー大会
・大学野球ｵｰﾀﾑﾌﾚｯｼｭﾘｰｸﾞ in 静岡開催

事業補助金
・企業版ふるさと納税を活用した「プロ

スポーツチーム等連携プロジェクト」

・スポーツを「する」場の創出
・スポーツを「支える」場の創出

(ステージに応じたスポーツ機会の創出)

・トップレベルのスポーツを「みる」場の創出
・ホームタウンチームとの連携・協働の推進
・スポーツツーリズムの推進

多くの人が日常的に様々な文化芸術に触れ楽しん
でいる

文化芸術により、市内外の交流が活性化している

関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）
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取組方針 指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

静岡の魅力・
文化を求め
て国内外か
ら多くの人
が来静し、市
民がまちは
劇場として
の文化芸術
に親しんで
いる

【指標１】
身近に文化芸術
等が感じられる
まちだと思う
市民の割合

文化芸術に日常的に触れることが出来ているかを測る指
標として、アンケートで身近に芸術文化等が感じられるまち
だと思う市民の割合を把握することで、施策の効果を測定
し、その増加を図る。

市民意識調査
（２年に１回）

（現状値）39.7％

半数以上の市民が身近に文化芸術が
感じられるまちと思うことを目標に設
定。R８ ：45.0％

R12：50.0％

【指標２】
文化活動を
行っている
市民の割合

実際に文化芸術の鑑賞や創作活動等を市民が行っている
かを測る指標として、アンケートで文化活動を行っている市
民の割合を把握することで、施策の効果を測定し、その増
加を図る。

市民意識調査
（４年に１回）

（現状値）82.4%

８割の高い水準であるため、現状を維
持することを基準に、少し高めること
として設定。R８ ：83.7％

R12：85.0％

【指標３】
文化芸術施設
の入込客数

実際に文化芸術による交流がされているかを測る指標とし
て、美術館や博物館、市民文化会館等の文化芸術施設の年
間来館者数を把握することで、施策の効果を測定し、その
増加を図る。

観光交流客数調査

（毎年）

（現状値）2,160,699人
（精査中） 観光交流文化局の観光交流客数調査

（美術館、博物館、ホールなど）から算
出。指標２と同様の割合で増加するこ
とを見込み設定。

R８ ：2,194,800人
R12：2,289,000人

スポーツの
力を活かし、
国内外との
交流が促進
され、市民
がスポーツ
に親しんで
いる

【指標４】
週一回以上の
スポーツ実施率
（16歳以上）

スポーツをすることで、市民が健康的で心豊かに暮らすこ
とに繋がるという考え方から、定期的にスポーツをしてい
る市民の割合を把握し、施策の効果を測定し、その増加を
図る。

スポーツ振興課の
アンケート調査及
び市民意識調査
（２年に１回）

（現状値）55.9%

R８は、国のスポーツ基本計画に準拠
し設定。
R１２はR8の値を維持を目標とする。R８ ：70.0％

R12：70.0％

【指標５】
スポーツをする
ことが好きな
小中学生の割合

幼少期にスポーツに触れ、生涯にわたってスポーツに親しむこ
とで、心豊かな暮らしに繋がるという考え方から、小中学生の
スポーツに対する興味関心を把握し、施策の効果を測定し、そ
の増加を図る。

スポーツ振興課のア
ンケート調査
（４年に１回）

（現状値）50.2％（R3）

好き、どちらかというと好き、どちらか
というと嫌い、嫌いの４項目でアンケー
トを実施する。好きと回答した割合が最
も高かったH３０(５６.２%)を目標とし
た。

R８ ：53.２％
R12：５６.2％

【指標６】
ホームタウン
チームのホーム
ゲーム観戦者数

ホームタウンチームの市内におけるホームゲーム観戦者数
を把握し、施策の効果を測定し、その増加を図る。

各チームのホーム
ゲーム観戦者数
（毎年）

（現状値）2３5,528人 コロナで減少した観戦者数の回復やR
５から新たに卓球などのホームタウン
チームが加わり、市内での試合開催も
増加するため、現状値から１万人ずつ
増加として設定した。

R８ ：27５,０00人
R12：３１５,０00人

4次総５大重点政策 指標の設定について

アートとスポーツがあふれるまちの推進



４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

城下町の歴史文化を守り
抜くまちの推進

目指す姿

取組の方向性

徳川氏を中心とした本市の歴史に対して市民が誇りと愛着を抱くととも
に、国内外の人々が駿府城公園周辺の静岡都心を訪れ賑わうまちづくり

•駿府城公園周辺の静岡都心は、260年にわたる天下泰平の時代を築いた徳川氏などにまつわる数多くの歴史資源と、商業、業務を中心とした高度な都市機能を兼ね備えています。こ
うした城下町ならではの特徴を活かして、市民の歴史に対する誇りと愛着を醸成するとともに、歴史資源と都市機能が有機的に融合した、風格と賑わいのあるまちづくりを進める
ことが必要です。
•そこで、静岡都心において、来街の目的となる拠点の整備とそれらを活用したイベント等の実施や、豊富な歴史資源と中心市街地の商店街等をつなぐための回遊性の向上などに取
り組みます。
•さらに、市民が本市と徳川氏などの関連性を知り歴史を理解する機会の創出や、国内外に向けた歴史資源の魅力や価値の発信などに取り組みます。
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・夜間景観整備事業（駿府城公園エリア）
・歴史博物館管理運営事業
・お堀の水辺（葵舟）活用事業
・駿府城跡天守台野外展示事業
・東海道歴史街道まちあるき推進事業

（１）
駿府城公園周辺の歴史資源を目的とした来訪
者が増えている

【指標案】
・駿府城公園を中心とした観光施設の入込客数
・徳川氏にゆかりのあるまちであると思う市民の割合

・大河ドラマ活用推進事業
・静岡市美術館 大河ドラマ巡回展開催支援事業
・第78期本因坊戦第１局開催事業負担金
・第81期名人戦開催事業負担金
・しずおか囲碁まつり事業負担金
・A級順位戦開催事業負担金
・重点政策広報

・歴史に関する主要施設の整備
・主要施設を活用したイベント等の実施
・歴史資源の新たな発見・活用
・駿府城公園周辺施設の一体的な活用

・歴史博物館や大河ドラマを活用した情報発信
・歴史、徳川氏に関する情報が整理発信
・歴史、徳川氏に紐づく大規模イベントの実施
・徳川氏に関連する市町との連携（教育現場等）

・御幸町９番・伝馬町４番再開発補助金・負担金

・チャレンジショップ出店支援助成事業
・商店街等魅力発信事業
・学生と連携した商店街課題解決事業

（２）
中心市街地の賑わいが増えている

【指標案】
・中心市街地の歩行者通行量
・静岡の中心市街地に賑わいや魅力を感じる市民の割
合

中心市街地に商業・業務などの魅力ある施設・空
間などが増えている

中心市街地のウォーカブルの推進とエリア内の回
遊性が向上している

・静岡駅南口駅前広場再整備事業
・しずチカ空間再構築事業
・呉服町線(紺屋町地区)モール化推進事業
・北街道線魅力空間創出事業
・交通適正化事業

・静岡都心における魅力的な施設の整備の推進
・静岡都心の商業活性化

・快適な歩行者空間の確保
・公共空間を活用した賑わいづくり
・駿府城公園周辺と中心市街地の商店街等をつなぐた

めの回遊性の向上

駿府城公園周辺に歴史に関連した魅力ある施設や
イベントが増えている

市内外に徳川氏などにゆかりのあるまちと認知さ
れている

関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



取組方針 指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

駿府城公
園周辺の
来訪者が
増えてい
る

【指標１】
駿府城公園を中心
とした観光施設の
入込客数

来訪者の増加には、来街の目的となる歴
史関連施設等の整備とそれらを活用した
イベント等を実施する必要がある。
当該指標を把握することで、施策の効果
を測定し、その増加を図る。

観光交流客数
調査

（毎年）

（現状値）83,590人（R3） 「観光・交流」分野の目標値設定同様、
県観光基本計画（R7にコロナ前に設定
したR4目標値を達成）を参考に、より
早いR6に達成することを目指す。R７
以降は、コロナ前の増加率2％を目標
値とした。

以下の歴史関連施設を抽出し、目標値算出。
・駿府城公園（東御門・巽櫓・坤櫓・紅葉山庭園）
・静岡浅間神社（本殿参拝、一般参拝）
・歴史博物館
・大河ドラマ館

R８ ：510,000人
R12：550,000人

【指標２】
徳川氏にゆかりのある
まちであると思う市民

の割合

来訪者の増加には、国内外の人々に対し、
本市の特色である徳川氏の歴史資源につ
いて情報発信を行う必要がある。
当該指標を把握することで、施策の効果
を測定し、その増加を図る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値）77.2%（R4）
現状値が77.2%であることから、
R12は80.0％を目指す。R8はその中
間値の78.5％とした。R８ ：78.5%

R12：80.0%

中心市街
地の賑わ
いが増え
ている

【指標３】
中心市街地の
歩行者通行量

静岡都心の賑わい増加には、中心市街地
や駿府城公園、浅間神社との回遊性を高
める必要がある。当該指標を把握するこ
とで、施策の効果を測定し、その増加を図
る。

静岡地域中心市
街地通行量・来
街者調査（継続
調査58地点の
歩行者総数）

（毎年）

（現状値）329,448人
（R3）

中心市街地活性化計画【静岡地区】
（R4.4）の目標値設定同様とした。
R8：コロナ前（R1）の数値に計画期間
内（歴博＋御幸町９番・伝馬町４番再開
発）の想定増加数を追加。
R12：コロナ前5か年で最高水準であ
るH30の通行量を基にコロナ禍前の
水準以上を目指す。
※R12は、中活計画等に合わせ見直しを図る

R８ ：395,096人
R12：402,000人

【指標４】
静岡の中心市街地に
賑わいや魅力を感じる

市民の割合

静岡都心の賑わい増加には、静岡駅、駿
府城跡など、各拠点をつなぐ仕掛けや各
種イベントの実施等により魅力や賑わい
を創出をする必要がある。当該指標を把
握することで、施策の効果を測定し、その
増加を図る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値）30.4%（R4） 歴史博物館や様々な拠点整備が進み、
静岡都心に賑わいが創出されるため、
現状値30.4%からR12には50％を
目指す。R8はその中間値の40.0％と
した。

R８ ：40.0%
R12：50.0%

4次総５大重点政策 指標の設定について

城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進
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４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

港町の海洋文化を
磨き上げるまちの推進

目指す姿

取組の方向性

清水港に集積するオンリーワンの地域資源を活かして、海洋産業や海洋研究
が発展するとともに、国内外の人々が交流し賑わう「国際海洋文化都市」を
目指すまちづくり

•国際拠点港湾である清水港は、国内有数のコンテナ取扱量や、クルーズ船入港隻数といった高い港湾機能を有する物流・人流のゲートウェイであり、その周辺には大学・研究機関
に加え、世界文化遺産の構成資産である三保松原などの観光資源が存在しています。こうした高いポテンシャルを活かしながら、「みなと」と「まち」が一体となり、環境と経済
が調和したまちづくりを進めることが必要です。
•そこで、清水港周辺エリアにおける賑わい創出の核となる拠点の整備や、清水港の魅力の国内外への発信を通じた多くの来訪者の誘導などに取り組みます。
•さらに、清水港・駿河湾の特徴と環境を活かしながら、脱炭素などの高い付加価値を生み出す産業の振興や戦略的なＭＩＣＥ誘致を推進するとともに、産学官などの多様な主体の
連携による、海洋に関わる人材の育成などに取り組みます。
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・海洋文化都市施設建設事業
・清水駅東口歩行者ネットワーク整備事業
・海釣り公園整備事業
・清水港線跡遊歩道整備事業
・ﾅｲﾄﾂｰﾘｽﾞﾑ推進事業（清水エリア）
・新興津地区交流施設検討事業
・清水駅周辺地区次世代交通実装事業

（１）
清水港周辺の賑わいが増えている

【指標案】
・清水港周辺の観光施設の入込客数
・清水港客船寄港数
・清水の中心市街地に「賑わい」や「魅力」を
感じる市民の割合 ・駿河湾フェリー運航事業負担金

・海洋文化都市普及促進事業
・清水港客船誘致委員会負担金
・清水港マグロまつり開催補助金

・清水港に関する拠点施設の整備促進に関する事業
・清水港周辺の主要施設を活用したイベント等の実
施
・清水港周辺の回遊性向上

・グリーン水素供給設備整備事業補助金
・グリーン電力地産地消推進事業
・脱炭素先行地域再エネ設備等導入事業補
助金（日の出エリア）
・海洋クラスター創造事業
・清水港コンテナ航路誘致事業
・まぐろのまち静岡推進事業（中部横断道
沿線市町へのPR事業）
・清水港ポートセールス事業

（２）
清水港・駿河湾の特徴と環境を活かした、
産業・研究が活発になっている

【指標案】
・清水港コンテナ取扱個数
・脱炭素先行地域に関連する企業等の
投資累計額
・海洋関連の産学共同研究の数

清水港周辺の産業が育成・発展している

海洋産業に関連した人材や海に興味を持つ人が増
えている ・海洋文化都市普及促進事業

・海洋クラスター創造事業

清水港周辺に魅力ある施設やイベントが増えてい
る

清水港の魅力が国内外に伝わっている
・清水港の地域資源を活かしたイベント等の実施
・清水港周辺の魅力の国内外へのプロモーション
・清水港の魅力・価値の発信

・物流機能の強化
・新たな産業が生まれやすい環境整備
・海洋関連産業の誘致へのインセンティブ

・海に興味を持つ人を増やす
・海洋に関する教育推進
・海洋MICE誘致の推進

関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



取組方針 指標名
設定の背景

（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

清水港周
辺の賑わ
いが増え
ている

【指標１】
清水港周辺の観光施設

の入込客数

本市の交流人口の増加には、観光交流客数が
大きな要素となる。
観光施設の来場者数の推移を把握すること
で、施策の効果を測定し、その増加を図る。

観光交流客数調査

（毎年）

（現状値）3,782千人（R3）
R3に年間１万人以上の観光客が訪れ
た施設を抽出。（三保松原、三保真崎グ
ランドゴルフ場、エスパルスドリームプラ
ザ、河岸の市、マリナート、ま・あ・る）コロ
ナ前の数値5,761千人に海洋・地球総合
ミュージアム及び海釣り公園の想定入込
客数を見込んだ数値を目標値とする。

R８ ：6,4５1千人
R12：6,２１1千人

【指標２】
清水港客船寄港数

賑わいの創出には、多くの人に訪れてもらう
ことが重要であり、外国からの誘客も必要で
ある。清水港は本市の海の玄関口としての役
割を持ち、多くの観光客が乗船している客船
の寄港数により施策の効果を測定し、その増
加を図る。

清水港管理局

(毎年)

（現状値）１２隻（R3） R8は、コロナ前の実績の最大値を目標
とする。
R12は、コロナ前の入港予約実績数の
最大値を目標とする。

R８ ：42隻
R12：70隻

【指標３】
清水の中心市街地に「賑
わい」や「魅力」を感じる

市民の割合

海洋文化施設や海釣り公園などの整備や
様々な誘客イベントの実施により魅力や賑わ
いを創出をする必要がある。当該指標を把握
することで、施策の効果を測定し、その増加
を図る。

広報課が実施する
市民意識調査

(毎年)

（現状値）4.9％(R4) 清水都心の賑わいは、現状の静岡都心
の30％を目指して取り組んでいく。
（静岡都心R４:３０．4％）
4次総の８年間では、４年間で約５％ず
つ増加させることを目指す。

R８ ：１０％
R12：15％

清水港・駿
河湾の特
徴と環境
を活かし
た、産業・
研究が活
発になっ
ている

【指標４】
清水港コンテナ取扱個数

清水港周辺で産業が活発になるためには、静
岡市の物流業にとって重要な地域資源である
清水港を市内外の企業に発信し、その利活用
を図ることが重要である。本市内の産業の活
発と清水港のコンテナ取扱個数は一定程度、
相関関係にあると考えられるため、当該指標
を設定した。

清水港管理局発表の
数値（静岡県公表統
計資料） ※暦年

(毎年)

(現状値)562,610ＴＥＵ
(R3)

過去最大値（H18実績）をR8の目標値
に設定する。
Ｒ12は３次総前期期間（Ｈ２７-３０）か
ら3次総後期期間（R１～Ｒ４、R4は見
込値）の伸び率2.45％を見込んだ数
値とする。

R８ ：572,399ＴＥＵ
R12：586,423ＴＥＵ

【指標５】
脱炭素先行地域に
関連する企業等の
投資累計額

清水港周辺で産業が活発になるためには、
カーボンニュートラルポートを目指す清水港
において、脱炭素の取組などの新たな産業創
出が重要である。脱炭素の取組が経済の活性
化に寄与することを図るため、当該指標を設
定した。

脱炭素先行地域が活
用できる補助金等を
活用した事業の事業
費累計額調査

(毎年)

(現状値)0百万円（実績）
(R4)

（R4計画額 1,358百万円)

脱炭素先行地域に応募した事業計画を
基に、目標を設定する。
（計画に記載した３エリア（清水駅東口/
日の出/恩田原・片山）のうち、恩田原・
片山エリアを除く）

R８ ：5,800百万円
R12：7,000百万円

【指標６】
海洋関連の産学共同

研究の数

清水港周辺で研究が活発になるためには、海
洋に関連する研究が増加することが重要であ
る。海に関連する人材や海に興味を持つ人を
増加させるため、教育機関を巻き込んだ産学
共同研究の数を指標とする。

産業政策課が関係機
関へのヒアリング

(毎年)

(現状値)6件(R4)
市で主に関わっている機関が支援する
研究数を目標値に設定する。（海洋クラ
スター協議会、Ｂーｎｅｓｔ、商工会議所）
R12の10件を目標とし、令和８年度は
その中間値として8件とする。

R８ ：8件
R12：10件

4次総５大重点政策 指標の設定について

港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進
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４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

オクシズの森林文化を育
てるまちの推進

目指す姿

取組の方向性

オクシズが都心と支え合い、住み続けられる地域になるとともに、自然
環境と森林を活かした賑わいが生まれ、持続的な経済活動が営まれるま
ちづくり

•本市の市域の約80％を占める中山間地域は、豊富な自然と、地域の伝統文化や農林業といった人々の営みが共存し、「オクシズ」の愛称で親しまれています。都心の豊かな暮らし
にも恩恵をもたらすこの地域の魅力と強みを活かし、安心して住み続けられるオクシズを形成していくことが必要です。
•そこで、オクシズにおける買い物、医療、教育等の生活機能の維持や、地域コミュニティを維持するための移住促進等による新たな担い手の確保などにより、生活利便性の向上に
取り組みます。
•さらに、農地や森林の適正な利用と保全を意識した経済活動のための環境づくりや、新たな観光交流拠点の整備と観光客を呼び込むための効果的な情報発信を通じた地域の賑わい
づくりなどにより、雇用と仕事の確保に取り組みます。

関連するＳＤＧｓゴール

10

・暮らし続けることができるオクシズ
構築事業

・静岡型MaaS実証事業
・地域おこし協力隊配置事業
・中山間地移住促進事業
・野生鳥獣被害対策事業

（１）
オクシズの生活利便性を向上させ、安心して生活
を送ることができている

【指標案】

・オクシズ地域の定住人口
・移住世帯件数

不便なく生活するための機能が確保され、移住先
としても選ばれている

住民の生活に必要なインフラが整備されている

・三峰落合線・南アルプス公園線
改良事業

・両河内スマートIC（仮称）整備事業
・オクシズ地域学校再編事業
・大河内診療所移転・新築事業

・生活機能維持に必要な支援（移動・買い物）
・移住促進による地域活力の向上

・安心して暮らせるインフラ整備
・教育医療など生活に必要な施設整備

・南アルプス市民参加による生き物調査事
業、森づくりツアー実施支援事業
・南アルプスユネスコエコパーク高山植物
由来酵母活用事業
・オクシズ漆の里構想事業
・静岡地域材活用促進事業
・オクシズ地域づくり事業協同組合設立支
援事業

（２）
オクシズに雇用と仕事が確保されている

【指標案】
・森林整備面積
・オクシズ地域の新規事業支援数
・温泉入場者数

オクシズの自然環境が保全・活用されている

観光交流客でにぎわい、活気がある

・両河内地区自然の家整備事業
・清水森林公園整備事業
・国民保養温泉地プロモーション事業
・南アルプスユネスコエコパーク賑わい創
出事業
・南アルプス周辺登山道整備事業
・梅ヶ島新田温泉改修事業
・お茶ツーリズム推進事業

・オクシズの森林・農地の適正管理の推進
・担い手の育成
・自然環境の活用を促進

・オクシズの観光施設の活用
・市営温泉の魅力向上
・オクシズに関する情報発信

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



取組方針 指標名 設定の背景(なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

オクシズ地
域の生活
利便性向
上

【指標１】
オクシズの旧安倍６村
及び両河内地区の定

住人口

オクシズが住み続けられる地域であるために
は、オクシズに住む人を維持し、コミュニティ
が維持されていくことが重要である。オクシ
ズの生活利便性を向上させることで、定住人
口の減少幅の縮小を目指していくため、特に
人口減少が激しい、旧安部６ケ村と両河内地
区の人口を指標とする。

住民基本台帳
（毎年）

（現状値）6,418人（R4.9） 国土技術政策総合研究所「将来人口・
世帯予測ツール」によるR12の旧安部
６村と両河内の人口予測（4,874人）
から、１０％上昇を目指す。R8は、
R12年までの減少幅の中間値を目標
とする。

R８ ：5,900人
R12：5,400人

【指標２】
オクシズへの
移住世帯件数

オクシズが住み続けられる地域であるために
は、オクシズに住む人を維持し、コミュニティ
が維持されていくことが重要であるオクシズ
への移住を促進することで、定住人口の減少
幅の縮小を目指す。

空き家情報バンク経
由の移住世帯数
（毎年）

（現状値）１２世帯（R3）
地域の受け入れ体制も鑑み、年間15
世帯がコンスタントにオクシズに移住
することを目指す。R８ ：15件世帯/年

R12：15件世帯/年

自然を活
かした雇
用と仕事
の確保

【指標３】
森林整備面積

オクシズの自然を活用していくためには、間
伐等を行い森林が適切に整備・管理されるこ
とが必要である。森林整備面積を増加させる
ことで、活用を促進していく。

国、県、市、民間が実
施した整備面積の合
計
（毎年）

（現状値）545ｈａ/年（R3）
要間伐森林を削減し、林業の持続可能
性を高めるために必要な整備面積を
算定。計画的・継続的に整備を実施し
ていくという考え方のもと、700ｈａ/
年の整備を継続していくことを目標に
した。
なお、森林整備（間伐）は10年から15
年間隔で繰り返し行うことにより残存
木を良質なものに仕上げると同時に、
森林の公益的機能を維持増進する役
割があり、林業従事者が減少する中で
これを維持するために最低限行う面積
を指標としてあげていることから、Ｒ8
とＲ12の目標値を同じ面積とする。

R８ ：700ｈａ/年
R12:700ｈａ/年

【指標４】
オクシズにおける
新規事業支援数

オクシズの雇用増加につなげるため、オクシ
ズにおける地域団体や企業等が行う新規事
業の増加を目指す。

オクシズ元気ビジネス
支援事業の事業数
（毎年）

（現状値）２件（R3） オクシズにおける地域団体や企業等の
新規事業を支援することで、雇用につ
なげていくために、年間５件の新規事
業支援を目標とする。

R８ ：５件
R12：５件以上

【指標５】
温泉入場者数

オクシズの観光交流拠点の魅力を向上させる
ため、市営温泉のリニューアルを実施してい
く。それにより、入場者数を増やし、オクシズ
への観光交流客を増加させ、賑わいを作って
いく。

各温泉施設の入場者
数
（毎年）

（現状値）90,335人（R3） R６までにコロナ前の水準（12万人程
度）に戻し、その後温泉施設のリニュー
アル等により魅力向上を図り、入場者
数を増加させる。

R８ ：年間15万人以上
R12：年間20万人以上

4次総５大重点政策 指標の設定について

オクシズの森林文化を育てるまちの推進
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4次総分野別の政策
指標の設定について

資料１－４



誰もが健やかに生きがいをもって、自分らしく地域で共に生きることのできるまちを実現します

本市は、充実した生活環境や地域活動、元気な高齢者、小圏域における多職種による在宅医療・介護連携を強みに、健康長寿・生涯活躍のまちづくりを進めてきま
した。
一方、人口減少や少子高齢化等を背景とした要介護者、認知症高齢者、単身高齢者、孤立死の増加、「8050」「ダブルケア」「ごみ屋敷」「親亡き後」等の複合問

題世帯の増加、民生委員等の後継者不足、医療・介護の担い手不足等の懸念が増大しています。
また、生活困窮者、就職氷河期世代、障がい者・手帳不所持のボーダーライン、刑務所出所者等の就労困難者への対応に加え、生活困窮者の衣食住確保、がん・生

活習慣病や自殺、依存症等に対する「からだ」と「こころ」の健康づくり、新興・再興感染症や生活・食品衛生の健康危機管理等の課題への対応も、より重要となっ
ています。
そこで、市民が安心して健やかに、生涯を通じて生きがいをもち、自立した生活を営むとともに、人と人とのつながりの大切さを認識し、身近な地域で互いに心を

通わせながら、支え合い共生することができるまちの実現を目指します。

① 健康・福祉
分野

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3
政策・施策体系図4

政策 施策 主な事業

政策１
地域共生・地域福祉を推進
します

③地域福祉を支える人
づくり・意識づくり

②多様な主体が協働す
るつながりづくり・
場づくり

①一人ひとりに必要な
支援を届ける仕組み
づくり

包括的な支援体制の整備
（重層的支援体制整備事業）
権利擁護の推進
(成年後見制度利用促進事業）

地域で支え合うつながりづくり
(避難行動要支援者避難支援事業)
誰もがいきいきと活躍できる場所づ
くり（生涯活躍のまち静岡（CCRC）推進事業）

福祉ボランティアの確保、育成(民
生委員・児童委員の活動支援)
支える側・支えられる側の垣根のな
い社会参加の推進

政策３
障がい者共生・福祉を推進
します

③多様なニーズに対応
した地域生活の支援

②障がいのある方の社会
参加の促進

①障がいの有無にかかわら
ず、権利や意思を尊重で
きる市民意識の醸成

障がいへの理解を深める活動の促進
（障害者差別解消法に基づく相談事業、

心のバリアフリー関連事業）

雇用と福祉の連携等による障がい者
就労の支援（就労移行支援、障がいの見える化
を軸とした就労アセスメントの推進）

地域移行・定着のための支援体制の
構築（地域生活支援拠点等整備事業、精神障がい
にも対応した地域包括ケアシステムの構築）

政策２
健康長寿・高齢者福祉を
推進します ③市民の自主的な

健康長寿・誰もが活躍
の取組の推進

②市民の連携による地域で
の支え合い体制の整備

①医療・介護の専門職の
連携による支援

認知症総合支援の推進
（認知症ケア推進センターの運営、
認知症初期集中支援事業）

生活支援・見守りや終活の推進
（生活支援体制整備事業・高齢者見守り

ネットワーク推進事業）

就労・社会参加の推進
（高齢者の就労促進事業、しずおか
ハッピーシニアライフ事業）

④持続可能な介護保険制度
の実現

サービスの「量」と「質」の確
保（介護職員初任者研修受講就労助成
金事業、ケアプランの点検）

政策４
健康づくり・地域医療を推
進します

③健康に関する危機管理
体制の充実

②安心して暮らせる地域
医療の確保

①生涯を通じた「からだ」
と「こころ」の健康づく
りの推進

予防・健康づくり・データヘル
スの推進（清水区脳梗塞予防実証実
験事業、特定健診・保健指導事業）

地域医療・救急医療の確保
（病院群輪番制運営費助成、急病センター運営
事業、精神科救急医療体制整備事業）

新型コロナウイルス感染症を含
む新興・再興感染症対策の推進

（情報発信、啓発活動、ワクチン接種、静岡
市新型インフルエンザ等対策行動計画の見
直し）

４次総 分野別の政策の概要
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健康・福祉分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
健康寿命

更なる高齢化が進む中、市民ができる限り健
康で住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけ
ることが重要である。
健康寿命の推移を把握することで、施策の効
果を測定し、その延伸を図る。

厚生労働科学研究
班による公表

（３年に１回）

（現状値）
①男性：73.07歳
②女性：75.25歳 (R1）

2016年を起点に2040年までに健康寿
命を男女とも３年以上の延伸を目指す国
の目標を踏まえ、2040年の指定都市１
位（浜松市）の健康寿命を算出。この健康
寿命からR8、R12の数値を逆算し、その
数値を上回る目標値を設定する。
（逆算した数値：
R8 男性74.39歳、女性77.17歳
R12 男性74.85歳、女性77.62歳）

R８ ：①74.4歳
②77.2歳

R12：①75.0歳
②78.0歳

【指標２】
互いに助け合う暮
らしやすいまちだと
思う市民の割合

地域活動の担い手の高齢化や複合化した課題
を抱える世帯が増加する中、地域で支え合う体
制の維持・構築が必要である。
暮らしやすいまちと思う市民の割合を把握す
ることで、施策の効果を測定し、その増加を図
る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値） 54.０％（R4） H25からH３０は、大幅に上昇
（36.0%→59.6%）したが、直近は
Ｒ３：54.9％、R4：54.0％とやや減少
傾向にある。
減少要因をコロナによるつながりの希
薄化と想定し、中間（R8）目標値は、コ
ロナ直前のH30の値（59.6%）とし、
最終（R12）目標値は、現状値から中間
値の伸び率（+5.6ポイント）を踏まえ、
65.0%とする。

R８ ：59.6％
R12：65.0％

【指標３】
障がいのある人と
ない人の地域にお
ける共生が進んで
いると思う市民の

割合

障がいのある人が、障がいのない人と同じよ
うに生活していくための支援や、地域住民の一
人として地域活動に参加できる共生社会の構
築が必要である。
地域共生が進んでいると思う市民の割合を把
握することで、施策の効果を測定し、その増加
を図る。

静岡市障がい者共
生のまちづくり計
画改定に係るアン
ケート調査

（３年に１回）

（現状値）
①障がいのある人：11.7％
②障がいのない人：16.0％

（R1）

障がいのある人・ない人ともに、最終（R12）
目標値を30%に設定した。
R1のアンケートの聞き方により、数値が低く
出てしまったこともあるが、コロナ禍において、
３次総の目標（30%）を達成できたとは考え
にくいことから、ポストコロナを迎える４次総
期間において、改めて、コロナ禍以前の目標達
成を目指す。中間（R8）目標値は現状値と
R12目標値の中間値を設定する。

R８ ：①21％、②23％
R12：①30%、②30％

【指標４】
壮年期・中年期（30
～64歳）人口10万
人当たり死亡数

市民の皆さんが健康で活躍してもらうには、
「こころ」と「からだ」の健康増進が重要である。
健康問題に直面し始める30～64歳人口の死
亡者数（人口１０万人あたり）の推移を把握する
ことで、施策の効果を測定し、その低減を図る。

人口推計及び人口
動態統計（厚労省）
から市で算出

（毎年）

（現状値） 189人（R3） H26（238人）とR3（189人）を比較し
た直近８年の減少率が20%であり、最
終目標値を現状値の概ね80%と想定
し150人と設定。中間（R8）目標値は現
状値とR12目標値の中間値（170人）
を設定する。

R８ ：170人
R12：150人

4次総分野別の政策 指標の設定について

3



人口減少・少子高齢化に伴う核家族化や地域コミュニティの希薄化により、地域の子育て支援や教育といった、子ども・若者を取り巻く環境は大きく変わりつつあり
ます。また、社会全体でも、グローバル化やデジタル化の進展に加え、自然災害や感染症といった生活におけるリスクの増大などの環境変化が生じています。
このため、孤立感、負担感を抱くことなく安心して子育てができるよう、行政や地域、関係団体が一体となり、「しずおか総がかり」で子どもを生み育てやすいまち

の実現を目指します。
また、質の高い保育・教育が受けられるよう、快適で豊かな施設の整備や優秀な人材の確保など、安全・安心で信頼される保育・教育環境づくりを目指します。
さらに、すべての子ども・若者が、置かれた環境に関わらず活き活きと学び成長できるよう、個別のニーズに応じた切れ目のない支援に取り組むとともに、一人ひと

りが自分の長所や可能性を認識しつつ、多様な他者を尊重し、協働しながら自らの力で未来を切り拓いていくことができる力を持った子ども・若者の育成を目指します。

② 子ども・教育
分野

政策１
自らの力で豊かな未来を切り
拓くことができる子ども・若
者を育成します

③教育DXの推進

②グローカルに活躍
できる人材の育成

①自ら学び、共に生きる
力をもった子ども・若
者の育成

こども園におけるESDの推進
静岡型小中一貫教育の推進
学力向上支援策の推進

国際教育の推進（ALT、地域人（GET）
活用事業）
しずおか学の推進
二十歳の記念式典行事

GIGAスクール構想の推進

デジタル時代を生きる子ども・若者
の規範意識、資質、能力の育成

政策３
「しずおか総がかり」で子ども・
若者・子育て家庭を支援し、子ど
もを生み育てやすいまちづくりを
推進します

③学校、家庭、地域等
の連携の充実

②安心して子どもを産み育
てられる環境づくり

①子ども・若者・子育て
家庭を支える地域づくり

ファミリーサポートセンター事業
子育てトーク事業

多子世帯への負担軽減
結婚、妊娠出産に対する包括的支援
ひとり親家庭への支援

コミュニティ・スクール導入推進事業
部活動改革

政策２
子ども・若者が誰一人
取り残されず成長でき
るよう支援します

③子ども・若者の
安全安心な居場所
づくりの推進

②いじめ・不登校・
ひきこもり対策の
推進

①特別な支援を必要
とする子どもの
保育・教育の推進

医療的ケア児を含む特別支援教育の推進
静岡型ヤングケアラー支援
インクルーシブ教育・保育の推進

こころのケアの推進
ひきこもり対策推進

家庭的養護の推進と里親支援
子ども若者相談事業
様々な居場所（サードプレイス）づくり
の推進（子ども食堂など）

政策４
信頼される保育・教育環境
づくりを推進します

③安定した質の高い
保育・教育の提供

②充実した保育・
教育環境の整備

①子どもの安全対策
の推進

通園、通学路における安全確保の推進
防災教育の推進
児童虐待防止対策の推進

施設の整備、長寿命化の推進
適正規模・適正配置の推進
スマート子育ての推進（書類提出の電子化など）

放課後児童クラブ室の整備

教職員、保育教諭等の確保、育成の推進
教育保育の質の向上のための適正な人員配置

学校における働き方改革プランの推進

４次総 分野別の政策の概要

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3
政策・施策体系図4

すべての子ども・若者が、夢や希望をもって、健やかで、たくましく、しなやかに育つまちを実現します
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子ども・教育分野
指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 ※（）は全国平均 目標値の設定理由

【指標１】
将来の夢や目標を
もっている児童生
徒の割合

目指す姿の、「夢や希望をもって」という部分を
測ることができる指標として設定した。

全国学力学習状
況調査

（毎年）

（現状値）
小 78.4%（７９．８）
中 65.1%（６７．３） （R4）

過去の調査結果を見ると、年によって結
果にばらつきがある。さらにコロナの影
響もあり全国的に数値が減少傾向になっ
ている。そのため、ばらつきがある本市の
数値を比較するより全国平均を確実に上
回ることを成果とする。目標値は、本市と
全国平均の直近３年間の値との比較で、
小学校が‐0.2％、中学校が‐2.1％であ

ることから、目標値として設定する。

R8 ：全国平均＋１
R12：全国平均＋２

【指標２】
自分にはよいところ
があると思う児童
生徒の割合

「自分には良いところがあると思う」＝困難を抱え
る子どもを含めたすべての子どもの自己肯定感が
高い状態と考える。そのため、自己肯定感を高め
ることが、すこやかでたくましくしなやかな力を
持った子どもを育てることにつながると考え、当
該指標を設定した。

全国学力学習状
況調査

（毎年）

（現状値）
小 ８０.４％（７９．３）
中 ７７.２％（７８．５） （R4）

上記と同様の理由により、全国平均を確
実に上回ることを成果とする。目標値は、
本市と全国平均の直近３年間の値との比
較で、小学校が＋１.4％、中学校が＋
0.7％であるが、小学校においては＋１を
達成できていない年度もあることから、
目標値として設定する。

R8  ：全国平均＋１
R12：全国平均＋２

【指標３】
子どもを生みやす
い、育てやすい環境
が整っていると思う
市民の割合

保護者目線において、市の子育てサービスを総合
的に測ることができる指標と考える。
当初掲げていた「今後も静岡市で子育てをしてい
きたいと思う市民の割合」が、既に高い割合となっ
ており、４次総において子育て政策に力を入れる
にあたり相応しい指標であるかを改めて検討した
ところ、子育て家庭をターゲットにしたアンケート
を別途実施できる等、懸念事項をクリアできるこ
とから指標を改めた。

妊娠後期、１歳児、
２歳児における
子育て家庭への
アンケート調査
（子ども家庭課調
べ）

（毎年）

（現状値）28.9％（R4）
（市民意識調査20～40代）

新制度移行後（H27～）の市民意識調
査（静岡市が子育てしやすいまちだと思
うか）において最も高かった数値である
H28の４６．６％（20～40代平均）を
超える５０％をR12の目標値とし、現状
値とR１２の目標値の中間値をＲ８の目
標値として設定する。

R8 ：40％
R12：50％

【指標４】
保育所等待機児童
数（①４/１及び②
10/１時点）及び放
課後児童クラブ待
機児童数（③５/１時

点）

待機児童が解消されることで、保護者の希望に
沿った就労実現につながる。それにより、充実した
子育てにつながると考えられ、子育てと仕事の両
立が実現する。また、希望する子どもが漏れること
なく園、クラブに通うことができ、他の園児、児童
と触れ合い、多様な経験を共にすることで、「健や
かで、たくましく、しなやか」に育つと考えられる。
そのため、子ども目線と保護者目線の双方を測る
ことができる指標として設定した。

子ども未来課調
べ

保育所等
（年２回）
放課後児童クラ
ブ （毎年）

（現状値）
①０人 （R4.４.１）
②57人（R４.10.1）
③30人（R4.5.1）

保育所等、放課後児童クラブの待機児
童対策は、子育てしやすいまちを実現
するうえでも重大な課題と認識してお
り、静岡市子ども子育て若者プランと同
様に、０人を目標として設定する。R8 ：①～③ ０人

R12：①～③ ０人

4次総分野別の政策 指標の設定について
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③ 防災・消防
分野

政策・施策体系図4

政策２
あらゆる危機に対応できる
強靭な体制整備を推進しま
す

対策本部機能の強化
災害配備体制の強化
他都市との災害応援協定に基づ
く相互連携体制の強化

地域防災計画、水防計画、危機
管理指針、国民保護計画、業務
継続計画等の最適化

②災害対応計画・業務継
続計画の最適化

③スムーズな避難行
動の促進

②社会基盤・都市基
盤の整備

①災害情報の伝達体
制の強化

静岡型「災害時総合情報サイト」の構
築
同報無線デジタル化の整備

道路・上下水道等のインフラ整備
防潮堤の整備
公共建築物・民間住宅の耐震化

ハザードマップ作成事業
避難行動要支援者個別避難計画等の
充実
津波避難標識等の設置

政策１
公民連携による地域防災力
の向上に取り組みます

③市民・民間事業者
との連携強化

②防災・減災意識の
向上

①防災訓練の充実・
強化

総合防災訓練、地域防災訓練・津波避
難訓練・土砂災害等避難訓練の実施

市政出前講座等による防災研修の実施
地域へのパンフレット配布による啓発

自主防災組織の育成
津波避難ビル整備への補助金
民間事業者との連携協定の締結

政策４
火災、救急、救助に対して
迅速・的確に対応するため
の消防力強化を推進します

④施設整備等の強化

③災害対応力の向上

①火災予防の推進

消防団員の確保、安全対策
消防訓練の充実
消防広域化の構成市町との連携強化

消防ヘリコプターの更新
消防総合情報システム等の更新
消防施設、装備の整備

住宅用火災警報器の設置・維持管理推進

消防法令違反の是正
放火火災防止対策の強化

②救命体制の充実
応急手当普及啓発活動の推進
救急車の適正利用政策３

大規模自然災害に備え、市
民の安全を守る環境を整え
ます

①危機管理体制の強化

４次総 分野別の政策の概要

令和４年９月に発生した台風第15号などの近年激甚化・頻発化している風水害や、南海トラフ巨大地震などの今後想定される大規模地震をはじめとした自然災害に加
え、新型コロナウイルスなどのパンデミック、外国からの武力攻撃事態、大規模火災や多数傷病者発生事故などの危機が、市民の日常生活や多くの企業の経済活動に多
大な影響を及ぼしています。こうした状況の中、あらゆるリスクを想定した危機管理体制の構築が強く求められています。
様々な危機から市民の「いのち」と「くらし」を守るためには、平常時から予想されるリスクを察知し、予防対策を講じるとともに、緊急事態が発生した場合は、初

動時のスピードを重視した適切な対応により、被害を最小限に留めることが重要です。
そこで、自然災害や感染症をはじめとするあらゆる危機に対応できる強靭な危機管理体制を構築するほか、災害リスクや地域の状況に応じた防災施設の整備等を推進

することで、安全で安心に暮らせるまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

あらゆる危機から市民の「いのち」と「くらし」を守り、安全・安心に暮らせるまちを実現します
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7

防災・消防分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
静岡市が災害に強
く安全・安心に暮ら
せるまちだと思う市

民の割合

市が目指す姿の実現に向けて事業に取り組ん
だ結果、市民の感覚においても、安全・安心な
暮らしに結びついていると感じているかを測
るため設定した。

市民意識調査

（毎年）

（現状値） 53.2％（R4）
台風第15号の影響で一旦現状値から
の下降が推測されることから、津波災
害警戒区域指定に伴う防潮堤の整備推
進、同報無線デジタル化整備工事、静岡
型「災害時総合情報サイト」構築、浸水対
策プラン見直し等の事業を実施するこ
とで、過去最高値（R2 59.8％）を超
えた60％到達を最終目標値とし、そこ
から年割した数値で設定する。

R８ ：56.6％
R１２：60％

【指標２】
災害時の避難情報
について、２つ以上
のルート（防災メー
ル・災害ラジオ・
ＬＩＮＥ・同報無線・テ
レビ等）で受け取る
ことのできる環境が
整っている市民の

割合

本市は、駿河湾に面し、また広大な山地を抱え
ていることから、大規模自然災害が発生した場
合には、甚大な被害を及ぼすことが危惧されて
おり、市民が災害情報を多様な媒体で受信で
きる環境を整えることにより、災害時における
迅速かつ適切な避難行動を可能とするため設
定した。

市民意識調査

（毎年）

（現状値） 59.6％（R4）
市のＬＩＮＥ・防災メールの各登録者数及
び防災ラジオ購入者数の計159,924
人（重複は考慮しない）を参考値とし、
市民意識調査において、「単一の手段で
情報収集が可能」「情報収集手段がな
い」と回答した市民層や、次期総合計画
期間中もスマートフォンのインターネッ
トツールを使用していると推測される
年齢世代をターゲットに、同報無線デジ
タル整備工事や静岡型「災害時総合情
報サイト」等の事業実施と併せてＬＩＮＥ・
防災メールの登録者数を増やすよう広
報・周知を行い、65％到達を目指すこ
とを目標に、そこから年割した数値で設
定する。

R8 ：62.3％
R12:65％

【指標３】
火災による死者数
※消防で検討中

消防に携わる者の最大の責務は人の命を守る
ものです。消防力を強化し、火災件数を減少さ
せることで、火災による死者数の減少を図る必
要があるため設定した。

火災出動等の実績
調査

（毎年）

（現状値） ９人（R3）
火災が発生しても死者を発生させない
体制を整えることにより、市民が安全・
安心に暮らせるまちの実現を目指す。R8 :0人

R12:0人

4次総分野別の政策 指標の設定について



④ 生活・環境
分野

政策・施策体系図4

政策１
地域脱炭素の取組を加速
させます

④気候変動に適応した対策の
推進

②省エネルギーの推進

①地域の特色を活かした再生可能
エネルギーの最大限導入

脱炭素先行地域の推進
太陽光発電設備の普及促進

市有施設の省エネ化の推進
中小企業向け省エネルギー対策支
援事業

静岡市版・気候変動への適応計画
の策定と推進

③災害に強く環境にやさしい
エネルギーの分散化

戸建住宅におけるZEH化支援事業
グリーン水素の利活用促進

政策３
循環型社会を目指した廃
棄物政策を推進します

②安定的な廃棄物処理体制の
整備

①ごみのさらなる減量に向け
た協働の推進

静岡版「もったいない運動」の
推進
資源循環啓発
一般廃棄物処理基本計画の推進

廃棄物処理施設の整備
ごみ収集体制の整備
浄化槽設置整備事業

政策２
豊かな自然や暮らしの環境を
守り、次世代へつなげます

④良好な生活環境の確保

②持続可能な自然の利活
用の推進

①南アルプスなどの自然
環境・生態系の保全

高山植物保護事業
外来種対策事業
ライチョウ保護事業
南アルプス環境調査

各種自然環境に係る学習会・
イベント等の実施

水質や大気等の状況を監視する
体制の充実
環境保健研究所機能の充実

（移転整備、検査体制の更なる強化）

③自然を守る人材の育成
放任竹林対策事業
清流保全事業

政策４
犯罪等に強い誰もが安全で安
心して暮らせる社会づくりを
推進します

③正しい知識・判断に
基づく消費行動の推進

②自分自身と相手を守る
交通安全意識の向上

①みんなで取り組む地域
防犯活動の推進

地域自主防犯活動団体に対する助成
しずおか防犯パトロール
青色防犯パトロール活動の推進

市内すべての地区（学区）にお
ける交通安全運動の推進
交通ルール・マナーの普及啓発

消費生活に係る相談及び情報発信の
充実
地域や学校での消費者教育の普及啓
発の推進

４次総 分野別の政策の概要

本市は、ユネスコエコパークに登録された南アルプスから駿河湾に至るまで、豊かで美しい自然に恵まれています。この自然環境の魅力を国内外に伝えるとともに、
その恩恵を将来にわたり享受できるよう、次世代へつなげていく必要があります。一方で、風水害の激甚化や南アルプスの植生への影響など、気候変動による問題が多
方面で顕在化しています。
そこで、全国の先陣を切り選定された「脱炭素先行地域」で、公民連携による先進的な取組を推進するとともに、市民一人ひとりが、ごみの減量などの社会や環境等

に配慮したライフスタイルへ変革するよう促すことで、2050年の温室効果ガス排出実質ゼロを目指します。
また、市民の生活においては、空き巣などの身近な犯罪や交通事故が、減少傾向にあるものの後を絶ちません。加えて、消費行動の多様化により、消費者トラブルの

内容が複雑化しています。
そこで、市民一人ひとりが自立し、地域の一員として互いに助け合う、安全で安心して暮らせる環境を整えていきます。
こうした多様な課題に市民、事業者、行政等様々な主体が連携し取り組むことで、人と自然が共生し、将来にわたり豊かな営みを続けられるまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

人と自然が共に生き、将来にわたって豊かな営みを続けながら暮らすことができるまちを実現します
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生活・環境分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
温室効果ガス排出
量 削減率（2013

年度比）

本市は2050年カーボンニュートラルを宣言し、
４次総全体を「グリーン」で貫くといった方針が
示されている中、温室効果ガス排出量の推移
を把握し、施策の効果を測定し、その減少を図
る。

各種統計データな
どを基に本市が算
出

（毎年）

（現状値） 14.3％（R2）
国の目標が46％削減、県の目標が
46.6％削減となっている中、指定都市と
して国の取組をけん引する役割を積極的
に果たすため、国県より高い目標かつ実
現性のある目標として51％を掲げる。
なお、計画期間後半の技術革新等による
削減効果を見込み、令和９年度以降は年
６％減を目標とする。

R８ ：26％
R12：５１％

【指標２】
環境に関するボラン
ティア活動に参加し
ている市民の割合

「人と自然が共生し」ていくためには、保全活動
の担い手となる市民を育成することが重要と
なる。そのため、環境に関するボランティアに
参加している市民の割合の推移を把握するこ
とで、施策の効果を測定し、その増加を図る。

市政アンケート調
査

（毎年）

（現状値） 26.2%（R4）
第2次静岡市生物多様性地域戦略、静岡
市環境教育行動計画をもとに、「環境ボラ
ンティアに参加している市民」を毎年約
700人増やしていくこととし、毎年0.1ポ
イントずつ増やしていく目標とする。

R８ ：26.6％
R12：27.0％

【指標３】
市民一人１日当たり
のごみ総排出量

目指す姿の実現（特に持続可能性）に向けて、
ごみの減量が重要な要素となる。そのため、ご
み総排出量の推移を把握することで、施策の
効果を測定し、その減量を図る。

ごみ処理実績調査
（本市における年
間のごみ処理量実
績）

（毎年）

（現状値）928ｇ/人日（R1）
*R2、R3はコロナ禍の影響
を大きく受けているため、
R1を現状値とする

国の定める「第四次循環型社会形成推進
基本計画」では、令和7年度までに一人１
日当たりのごみ総排出量を850ｇ/人日
とする旨、目標が定められている。当該目
標を達成できるよう（R7：850ｇ/人日）
定めた結果、Ｒ８年で836ｇ/人日、R12
年度で783ｇ/人日と設定する。

R８ ：836ｇ/人日
R12：783ｇ/人日

【指標４】
刑法犯認知件数

安心して活動することができる安全な地域社
会の実現に向けて、市民だけでなく、事業者、
警察、関係機関・団体及び市が連携・協働し取
り組んでいく必要がある。そのため、共通の指
標となる刑法犯認知件数を把握することで、施
策の効果を測定し、その減少を図る。

静岡県警察本部
提供の統計

（毎年）

（現状値） 2,907件（R3）
静岡県「第５次ふじのくに防犯まちづくり
行動計画」では、犯罪の状況を客観的に
把握できる「刑法犯認知件数」をＲ３～Ｒ７
の５年間で15,370件から12,000件に
減少させることを目標としている。この減
少目標をもとに、本市の計画期間内の目
標を現状値から36％減（年４％減）とし、
中間値及び目標値を算出した。

R８ ：2,326件
R12：1,900件以下

4次総分野別の政策 指標の設定について



⑤ 文化・スポーツ
分野

政策・施策体系図4

政策１
スポーツの力で誰もが健
康で心が満たされるまち
づくりを推進します

③スポーツを通した
人々の交流による
地域の活性化

②スポーツを日常的に
親しむための環境
整備

①誰もが楽しむことが
できるスポーツの
推進

各種スポーツ教室の実施
楽しく身体を動かす運動遊び
等の推進

スポーツ施設等の整備
スポーツ指導者やスポーツボ
ランティア等への支援

全国大会等の開催支援や合宿
誘致
ホームタウンチームとの連
携・協働

政策３
静岡の歴史的価値をみが
きあげ、次世代に継承し
ます

③市民による静岡の歴史
や文化財の価値の共有
と活用の推進

②価値ある静岡の歴史文
化の継承の推進

①静岡の地域資源である
歴史文化の保存の推進

三保松原保全活用事業
史跡を保存・活用するための保
存整備事業
文化財保存修理事業

担い手育成と伝承事業、体験学
習をはじめとしたシビックプラ
イド醸成の推進

特別史跡登呂遺跡活用事業
文化財特別公開事業

政策２
文化を通じてつながる、賑
わいあふれるまちづくりを
推進します

③国内外への情報発信の
充実や交流による新た
な文化の創造を通じた
まちの賑わい創出

②市民が文化を通じて生
きる喜びを感じられる
環境づくりの推進

①互いを受け入れ誰もが
文化に触れられる機会
の創造

こども園訪問コンサートや親子コンサート
障がい者施設や適応指導教室等に向けたア
ウトリーチ事業
ラウドヒル計画事業(市民によるオリジナル
舞台作品制作事業)

公共施設の整備
文化施設でのボランティア活動
まちを劇場に見立てた場の提供（ま
ち劇スポット事業）

大道芸ワールドカップ
静岡まつり
清水みなとまつり
釜山文化財団との文化交流事業

政策４
生涯にわたる学びを支援
し、まちづくりに関わる
人材を育成します

③「学ぶ」「活かす」の
循環を支える基盤の充実

②学びを地域や社会に活
かすための支援の充実

①誰でも気軽に学び、互
いに学び合える機会の
充実

静岡シチズンカレッジ「こ・こ・
に」や生涯学習施設における講座な
どの拡充

「こ・こ・に」等の修了生への社会
参加や活動の支援

施設の長寿命化やデジタル化などの
学習環境の整備

４次総 分野別の政策の概要

文化活動やスポーツ、生涯学習は、人々の心を豊かに、体を健やかにします。また、活動の中で出会った仲間との交流は、新たな活動や交流を創造し、地域に活気を
もたらし、まちづくりに活かされる大きな原動力となります。
本市では、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に築いたホストタウンとの交流のほか、ホームタウンチームとの連携・協働により、スポーツへの

関心が高まっています。また、世界レベルの文化事業の実施などにより、市民が日常的に文化に触れる機会が増加するとともに、歴史博物館の開館により、静岡特有の
歴史を身近に感じられる環境が整っています。さらに、生涯学習を行う市民の増加に伴い、リカレント教育やリスキリング等、学び直しの機会の充実が求められていま
す。
こうした現状を踏まえ、スポーツを通じた交流の促進や、市民一人ひとりがスポーツを「する・みる・支える」ことができる機会の創出、価値ある本市の歴史を守り

伝え、今を生きる人々の活動等を通じた新たな文化の創造、学習機会の充実や学びの場の環境整備、学びの成果を地域で活かすための支援などに取り組む必要がありま
す。
そこで、歴史に育まれてきた多彩な文化に誇りと愛着を持ち、スポーツ・学びを通して市民一人ひとりが輝けるまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

歴史に育まれてきた多彩なしずおか文化に誇りと愛着を持ち、スポーツ・学びを通して一人ひとりが輝き続けるまちを実現します
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文化・スポーツ分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
スポーツが盛んなま
ちだと思う人の割

合

スポーツの推進には、スポーツ教室の開催のよ
うな「する」スポーツの推進以外に、全国大会等
の開催支援やホームタウンチームとの連携の
ような「みる」スポーツの推進や、スポーツ指導
者への支援のような「支える」スポーツの推進
がある。この「する・みる・支える」それぞれの視
点から総合的に評価するため、市民に対して本
市がスポーツが盛んだと思うかを調査し、その
増加を図る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値） ６３．１％
（R4） 3次総期間中の最高値69％（H27）を

上回る70％を目標値として設定した。
そこからバックキャストし、４次総前期
から後期にかけて加速度的に増加する
よう各年度の目標値を設定したことか
ら、R8は６５．３％の設定とする。

R８ ：65.3%
R12：70.0%

【指標２】
歴史・伝統文化や地
域の魅力が感じら
れるまちだと思う人

の割合

日常に静岡の歴史・伝統文化や地域の魅力を
感じる機会が増えるためには、文化を通じた交
流による新たな文化の創造や、歴史資源の保
存・継承・活用が図られることが重要である。そ
のため、市民が歴史・伝統文化や地域の魅力を
感じられるかを調査し、その増加を図る。

文化振興課実施の市民意
識調査による

（４年に１回）
※所管課実施の調査では、「文
化」の定義付けや例示とともに幅
広い文化の選択肢を設けた設問
としているが、広報課で実施する
市民意識調査では文字数の制限
等から詳細な実績値は得られな
いため、より正確な実績値を採る
ことができる４年に１回の所管課
の計測値を指標とすることとした。

（現状値） 58.9%
（R3） 「静岡市は身近に文化が感じられるまち

だと思う市民の割合」がH28からR3に
かけて10.1ｐｔ上昇したことから、4次
総期間においては11ｐｔの上昇を目標
として、R12の目標値を70%とした。
R5には歴史関連事業が複数実施され
ることから、そのレガシーを維持しR8
年度までに7ｐｔの上昇を中間目標とす
る。

R８ ：66.0%
R12：70.0%

【指標３】
生涯学習を行って
いる市民の割合

より多くの市民が学ぶことによって、輝き続け
るまちにつながる。そのため、生涯学習を行っ
ている市民の割合を調査し、その増加を図る。

生涯学習推進課実施の市
民意識調査による

（４年に１回）
※広報課で実施する市民意識調
査（年１回）では質問文の長さや
選択肢数が制限されてしまい、過
去の実績値と計測の仕方が大き
く変わってしまうため、４年に１回
の所管課実施の市民意識調査に
て計測することとした。

（現状値） 53.7%
（R3） これまでの実績からの推計（対数曲線）

では、65%程度が見込まれる。
推計を参考にしつつ、直近の増加率（４
年で7.6%増）をもとにストレッチ目標
としてＲ１２の目標値を70%に設定。
バックキャストし、Ｒ８の目標値を62%
に設定する。

R８ ：62.0%
R12：70.0%

4次総分野別の政策 指標の設定について



⑥ 観光・交流
分野

政策・施策体系図4

政策１
国内外に誇れる地域資源
を活かした観光を推進し
ます

①世界に認められた地域資源の
磨き上げ

三保松原の保全と活用
日本平からの夜景を活かしたナイトツー
リズムの推進

国宝久能山東照宮、駿州の旅日本遺産を
はじめとする歴史資源の磨き上げ

お茶ツーリズムの推進
マグロのまち静岡の推進
しずまえ鮮魚の普及の推進

②模型の世界首都・静岡を活か
した魅力づくり

③多彩な歴史文化に触れ親しむ
観光振興

④お茶・マグロ・しずまえブラ
ンドなどの食の磨き上げ

⑤オクシズの魅力を活かす交流
促進

⑥スポーツを活かした交流促進

「ホビーのまち」静岡の推進
プラモデルプライドプロジェクトの推進

温泉を核としたワーケーション等
の観光誘客

ホームタウンチームとの連携・協働

政策３
来訪者にやさしく、再訪
を促す受入態勢づくりを
推進します

②来訪者へのおもてなし
の向上と周遊を促す取
組みの促進

①来訪者が快適・安全に
楽しむための受入環境の
充実

観光施設リニューアルや看板の多言
語化の推進

ボランティアガイドの育成
DMOの推進

政策２
静岡の魅力を伝え、国内外か
らの誘客と活発な交流を推進
します

③海外との多彩な交流

②社会情勢の変化に対応
した誘客促進

①静岡市ならではの
資源を活用した
シティプロモーション

「静岡市はいいねぇ。」を活
かしたシティプロモーション
しずチカの活用

MICE誘致
インバウンドの推進
マイクロツーリズムの推進

台湾とのスポーツ交流
諸外国・都市との国際交流
客船誘致ポートセールス

政策４
まちなか(都心・副都心)から
広がるまちの賑わいづくりを
推進します

③草薙・東静岡副都心
を中心とした賑わい
づくり

②清水都心を中心と
した賑わいづくり

①静岡都心を中心と
した賑わいづくり

歴史博物館管理・運営
大道芸ワールドカップなどの
賑わい創出イベント開催支援

海洋文化施設の整備
駿河湾フェリー運航
清水みなと祭りなどの賑わい
創出イベント開催支援

アリーナの誘致推進
東静岡アート＆スポーツ/
ヒロバの活用

４次総 分野別の政策の概要

観光産業は、ホテル・旅館、交通機関、飲食サービス業、農業・漁業など、関係する産業のすそ野が極めて広く、観光振興によってもたらされる経済効果は、地域の
活性化に大きな役割を果たします。
本市は、古くから東西交通の要衝として、多くの人・モノ、情報が行き交い発展を遂げてきました。さらに、歴史や芸術、食、自然、スポーツといった、国内外の

人々を惹きつける多彩な地域資源が育まれていることから、これらを観光・交流の取組に最大限活かしていくことが求められています。
一方、近年の新型コロナウイルスの感染拡大やデジタル技術の進歩が、社会経済を大きく変え、旅行スタイルや人々との交流手段を多様化させています。こうした観

光を取り巻く環境の変化を踏まえ、本市の強みを活かした観光産業の振興や受入環境の充実を図り、本市のファンを増やしていくことが必要です。
そこで、人々の観光旅行の動向や嗜好の変化をとらえながら、地域の魅力を一層磨き上げるとともに、積極的な情報発信を図り、国内外から訪れる人々と市民が活発

に交流する、賑わいのあるまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

国内外の多くの人々を惹きつけ、多彩な交流を通じた賑わいが創出されるまちを実現します
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観光・交流分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
観光交流客数

本市の交流人口の増加には、観光交流客数が
大きな要素となる。
観光施設の来場者数の推移を把握することで、
施策の効果を測定し、その増加を図る。

観光交流客数調査

（年４回調査）

（現状値）
15,278,000人（R3）

静岡県が観光基本計画にて、R７に
前計画の目標値（R４）を再度目指すこ
ととしている。これよりも早い回復を
目指し、３次総の仮目標値をR６での
達成を目指す。
コロナ以前の推移から、R７以降は
増加率を+0.5％として観光交流客
数を算出する。
そのため、目標値はR８は
27,788,000人、R12は
28,348,000人とする。

R８ ：27,788,000人
R12：28,348,000人

【指標２】
観光消費額単価
（日帰り客／宿泊

客）

本市の経済を活性化させるためには、来訪者
が本市の観光に対して、消費額を増加させるこ
とが重要である。
本市を訪れる来訪者に対して、観光消費額単
価を調査することで、施策の効果を測定し、そ
の増加を図る。

来訪者へのアン
ケート調査
※(公財)するが企
画観光局５市２町
来訪者調査

（年４回調査）

（現状値）
【日帰り客】4,413円
【宿泊客】27,094円
（R4（春）（夏）の２回の調査
の平均）

静岡県の観光基本計画にて、１人当
たりの観光消費額の目標値（R７）を
基準値（R２）から５％の増加を目指し
ている。４年間で５％の増加を目指す
静岡県に合わせて、静岡市の観光消
費額単価を８年間で10％の増加を目
指し設定する。
そのため、目標値はR8は日帰り客
4,634円/宿泊客28,449円、R12
は日帰り客4,854円/宿泊客
29,803円とする。

【日帰り客】
R8 ：4,634円
R12：4,854円
【宿泊客】
R8 ：28,449円
R12：29,803円

【指標３】
来訪者の満足度

本市の交流人口の増加には、来訪者が本市に
満足し、再訪や口コミでの情報拡散など、本市
の観光を推奨してもらうことが重要である。
本市を訪れる来訪者に対し、将来を見込んだ
満足度を調査することで、本市の施策が満足
度向上につながっているかを測定し、来訪者の
増加を図る。

来訪者へのアン
ケート調査
※(公財)するが企
画観光局５市２町
来訪者調査

（年４回調査）

（現状値）52.3％
（R3（秋）（冬）、R４（春）
（夏）の４回の調査の平均） 現状値が52.3％であることから、R

８は54.0％、R12は56.0％を目指
す。R８ ：5４.０％

R12：5６.０％

4次総分野別の政策 指標の設定について
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⑦ 商工・物流
分野

政策・施策体系図4

政策２
地域経済を支える
中小企業の振興を
推進します

③新製品・技術開発に
向けた支援

④商業環境の充実・
魅力強化

展示会等への出店支援
商談機会の創出

支援員等による経営相談
経営安定化に向けた資金繰り支援
円滑な事業承継の促進

テストマーケティングの実施
研究開発費への助成

中心市街地等への出店支援
商店街の環境整備

①新市場・販路開拓に
対する支援

②経営基盤・競争力の
強化

政策１
経済成長の原動力とな
るイノベーションの創
出を推進します

①協働・共創体制の構築

②本市産業特性の活用

③企業誘致と留置の推進

⑤地域経済における
DXとGXの推進

産学官金の連携強化
オープンイノベーションの創出

プラモデルプライドプロジェクトの推進
海洋産業分野における新事業等創出

首都圏企業等への誘致活動
工場建設費等への助成
企業立地用地の確保

先進的取組への支援
セミナー等による情報発信

④創業支援の充実 支援員等による経営相談
スタートアップ投資の活性化

③ロジスティクス産業
の振興

②清水港や高規格道路を
活用した広域物流の促進

①物流を支える社会
資本整備の推進

清水港の機能強化
中央卸売市場の充実

国内外へのポートセールス
中部横断自動車道の活用

関連企業等への誘致活動
工場建設費等への助成
企業立地用地の確保

政策３
社会基盤を活用した広
域物流を推進します

③人材と企業の交流
の場の創出

②良質な就労環境の
創出

①次代を担う人材の
育成

技能習得に向けた講座の実施
伝統技術の継承支援

働き方改革の推進
中小企業の福利厚生の充実

地元就職・UIJターン就職の促進
多様な人材と企業のマッチング支援

政策４
企業の活性化を
支える多様な人材の
活躍を推進します

４次総 分野別の政策の概要

商工業・物流業は生産や消費、雇用といった地域の経済活動を支え、市民の豊かな暮らしや都市の発展に欠かせない重要な産業です。
本市は、交通の要衝としての地理的要件を備えるとともに、国際拠点港湾である清水港を有し、人・モノが交流する商業・港湾都市として栄えてきました。そして、

江戸時代からの駿府の職人の技術を受け継ぐ伝統工芸や、家具、プラモデルなどの地域産業に加え、造船業、食品関連産業、機械器具製造業など、多様で幅広い産業の
集積を活かし、経済成長を遂げてきました。
本市が、将来にわたって人々が活き活きと働き、豊かに暮らすことができる都市として発展を続けるためには、新型コロナウイルスなどのパンデミック、経済のグ

ローバル化、技術の進歩・革新、人手不足や後継者不足といった、様々な環境変化や課題を踏まえつつ、本市の地域資源や清水港をはじめとする社会基盤を最大限に活
用しながら、経済成長の主役である企業などの多様な関係者と協力関係を築き、取組を進めていく必要があります。
そこで、時代の変化に対応しながら地域資源を磨き上げ、多様なパートナーシップにより、豊かに経済成長を続けるまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

時代の変化に対応しながら地域資源を磨き上げ、多様なパートナーシップにより、豊かに経済成長を続けるまちを実現します
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商工・物流分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
製造業

市内総生産額

各業種の総生産額の推移を把握す
ることで、施策の総合的な効果を測
定し、その増加を図る。
各業種の個別計画では複数の指標
を用いる予定であるが代表的な指標
として総生産額を設定した。

ものづくり産業振興基本計画
（製造業）
①市内総生産額（製造業）
②市内製造品出荷額、
③人材育成に取り組む市内製造業者
の割合
④実質現金給与総額（製造業）

商業振興基本計画（商業）
①一人あたり市内総生産額（商業）
②市民満足度
③人口当たり事業所数（商業）

「しずおかけんの地域経済計算」
のうち「製造業」の額をＧＤＰデフ
レーターで算出される係数で除し
て算出（実質市内総生産額）

（毎年）
※「しずおかけんの地域経済計算」が３年
遅れで毎年調査結果を公表するため毎年
３年前の数値について評価する。（令和４
年に令和元年度分を発表）

（現状値）
938,751百万円（R1）

H23-R1までの実績をもとに回帰直線
による将来値を予測。人口減少下にお
いても、各施策を実行することにより
ＧＤＰを成長させることを目指す。
なお、同指標については「製造品出荷
額」に内包する付加価値であることから、
「製造品出荷額の伸び率」を使用してい
る。

R8:
1,035,059百万円
R12:
1,105,584百万円

【指標２】
商業

市内総生産額

「しずおかけんの地域経済計算」
のうち「小売・卸売業」及び「宿泊・
飲食サービス業」の合計額をＧＤ
Ｐデフレーターで算出される係数
で除して算出（実質市内総生産
額）

（毎年）
※「しずおかけんの地域経済計算」が３年
遅れで毎年調査結果を公表するため毎年
３年前の数値について評価する。（令和４
年に令和元年度分を発表）

（現状値）
4８６,９４０百万円
(R1)

H23-R1までの伸び率から推計すると
R12にはマイナス成長が見込まれる。
また、R2、R3はコロナ禍によるさら
なる減少が想定される。
そのため、R12の目標はコロナ禍によ
る減少分を回復し、かつR1の水準を維
持することを目標とする。
※R2、R3については市が調査する
ＧＤＰの速報値の成長率をＲ１の現状値
に反映して算出した。

R8:
481,828百万円
R12:
4８６,９４０百万円

【指標３】
清水港コンテナ取

扱個数

清水港周辺で産業が活発になるために
は、静岡市の物流業にとって重要な地
域資源である清水港を市内外の企業
に発信し、その利活用を図ることが重
要である。
本市内の産業の活発と清水港のコンテ
ナ取扱個数は一定程度、相関関係にあ
ると考えられるため、当該指標を設定。

清水港管理局発表の数値
（静岡県公表統計資料）

（毎年）

（現状値）
562,610 ＴＥＵ（R3）

過去最大値（H18実績）をR8の目標値
に設定する。
Ｒ12は３次総前期期間（Ｈ２７-３０）から
3次総後期期間（R１～Ｒ４、R4は見込値）
の伸び率2.45％を見込んだ数値とする。

R8 : 572,399 ＴＥＵ
R12: 586,423 ＴＥＵ 

【指標４】
働きやすいまちだ
と思う人の割合

豊かに経済成長を続けるには、経
済成長と人々の豊かな暮らしの両立
が必要である。働く人やその家族の
意向を調査することで、本市の労働
施策の効果を測定し、人々の働きや
すさと雇用の確保を図る。

市民満足度調査

（毎年）

（現状値）41.2％(R4) H30-R3までの平均伸び率2.2％以上
の伸びを継続的に達成することを目指
し設定する。
※年２．２％の伸びとした場合
R8 :44.9％
R12:49.0％

R8 :45.0％
R12:50.0％

4次総分野別の政策 指標の設定について
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⑧ 農林水産
分野

政策・施策体系図4

政策１
産業・産地を担う人材・
組織の育成を推進します

③地域の話し合いに
よる新たな後継者
の発掘・支援

②農林水産業を成長
産業にする多様な
担い手の育成支援

①次代を担うビジネ
ス感覚豊かな担い
手の育成・支援

スマート農業等の先進技術導入
支援
経営講座の開催

農業経営に必要な技術や機械整
備等に対する支援
小中学生を対象とした農林水産
業教育

産地を支える担い手の確保
農地情報データベース構築によ
るマッチング

政策３
市民が自慢できる農林水産
の静岡市ブランド強化を推
進します

③地産地消から始まり国内外
の販路開拓を見込んだ消費
拡大

②食文化としての
「しずまえ」ブランド
の普及促進

①お茶、みかん、わさびなど
強みのある既存産物の価値
の向上

静岡市ブランドの確立・
支援
情報発信力の強化

しずまえ鮮魚の普及促進

静岡市のお茶輸出支援
「お茶のまち静岡」の推進

政策２
持続可能な生産基盤の確
保を推進します

③既存の生産基盤の
安定的な運用

②災害に強い、
安全・安心な農林
水産施設の整備

①作業効率の高い
生産基盤の整備

県営土地改良の推進
農道等の新設改良
林道整備の推進

漁港・海岸施設減災対策

農道施設､林道施設の維持管理

政策４
オクシズの地域資源の保
全と活用を推進します

④地域と都市部住民の交流に
よる活性化

②オクシズ地域に受け継が
れてきた文化や産業の活用

①生活環境に必要な機能を
担う森林・農地等の保全

豊かな農林水産資源の保護

市産材・農林水産物等の高付加
価値化

住民の活動支援
オクシズのプロモーション

③安心して暮らし続けること
ができる環境整備

生活に必要な機能の維持
安全・安心な地域環境の維持・
確保

４次総 分野別の政策の概要

農林水産業は、地域経済の発展はもとより、自然環境の保全、良好な景観の形成などにも重要な役割を果たします。
本市は、オクシズを中心に栽培されている「お茶」や「わさび」、温暖な気候を活かした「みかん」や「いちご」など、全国的にも認知度の高い農産物のほか、日本

で唯一駿河湾のみで水揚げされる「桜えび」といった、しずまえ特有の水産物など、多彩な資源を有しており、中部横断自動車道など交通ネットワークの充実によって
新たな販路が拡大されることで、今後より一層の発展が期待されます。
しかし、従事者の所得減少や高齢化による担い手不足の加速、地球温暖化に伴う気候変動、国際情勢の変化に伴う原油や穀物等の価格高騰など、市民生活を取り巻く

環境は刻々と変化しており、様々なリスクに適応できる環境の整備が求められています。
そこで、新たな担い手の育成や生産基盤の整備、ブランド化の推進・向上、多くの市民を中心に農林水産業に関わることができる環境の充実、省力化や効率化に加え

て環境負荷を低減する新技術の導入などに取り組むことで、本市の農林水産業の価値を高め、将来の担い手が夢を持って、持続可能な農林水産業を営めるまちの実現を
目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

南アルプスから駿河湾までの多彩な資源を活かし、持続可能な農林水産業を営むまちを実現します
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農林水産分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
農業における１人当
たりの販売額

農林水産物の価格低迷や資材高騰などの影響
を受け、従事者の所得低迷が懸念される昨今、省
力化や効率化といった次世代型農林水産業への
転換などをしていきながら、従事者の所得向上を
目指し魅力ある産業としていくことで担い手の確
保につながり持続可能な産業となるため。

農業：両ＪＡ総代会
資料

（毎年）

（現状値）
農業：505千円 （R3）

持続可能な農林水産業を営むまち」の
実現のために、従事者１人１人が持続可
能な経営ができる環境づくりが必要で
あるが、現状、右肩下がりであるため、１
人あたりの販売額が10％向上すること
を目標値とする。

R8 :農業：530千円
R12:農業：550千円

【指標２】
市民が市産の農林
水産物を国内外に
誇れる地域資源で
あると思う割合

市民が自慢できる豊かな資源の普及の強化
を図るほか、消費者ニーズに合わせた商品の
高付加価値化や地産地消の推進することで、
更なる静岡市ブランドの強化・推進を図られる
ため。

市内農産物に関す
る市民アンケート
（農業政策課）

（毎年）

（現状値） ５６.３％（R3） 従来のブランド化やＰRに加え、環境負
荷低減による新たな価値や「オクシズ」
「しずまえ」が市民の認知度が向上して
きている現状を考慮して10％向上を目
標とする。

R8:6０.0％
R12:６５.0％

【指標３】
森林整備面積

「農林水産分野」が目指す「持続可能な農林水
産業」という視点、および、オクシズにおいて、
地域資源の保全と活用の両立をすすめていく
という点から、森林資源の持続可能性を高め
る間伐等の「森林整備面積」を指標とする。

事業実績とりまと
め
（中山間地振興課）

（毎年）

（現状値）532ｈａ/年（R3）
要間伐森林を削減し、林業の持続可能性
を高めるために必要な整備面積を算定。
計画的・継続的に整備を実施していくと
いう考え方のもと、700ｈａ/年の整備を
継続していくことを目標にした。
なお、森林整備（間伐）は10年から15年
間隔で繰り返し行うことにより残存木を
良質なものに仕上げると同時に、森林の
公益的機能を維持増進する役割があり、
林業従事者が減少する中でこれを維持す
るために最低限行う面積を指標としてあ
げていることから、Ｒ8とＲ12の目標値を
同じ面積（700ｈａ/年）とする。

R8 : 700ｈａ/年
R12: 700ｈａ/年

【指標４】
オクシズの旧安倍６
村及び両河内地区

の人口

オクシズにおいて持続可能な農林水産業を営
む上では、地域住民が暮らし続け、コミュニティ
が維持されていることが重要であることから、
特に人口減少が激しい、旧安部６ケ村と両河内
地区の人口を指標とする。

住民基本台帳
（中山間地振興課）

（毎年）

（現状値）6,４１８人
（R４．９）

国土技術政策総合研究所「将来人口・世
帯予測ツール」によるR12の旧安部６村
と両河内の人口予測（4,874人）から、１
０％上昇を目指す。R8は、R12年までの
減少幅の中間値を目標とする。

R8: 5,900人
R12: 5,400人

4次総分野別の政策 指標の設定について
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⑨ 都市・交通
分野

政策・施策体系図4

政策１
新たな都市空間の創造により、
誰もが心地よく幸せを感じる都
心のまちづくりを推進します

④緑の基本計画に基づく、
みどりあふれるまちの推進

②居心地が良く歩きたくなる
まちなかの形成

①都心、副都心の都市機能の
高度化・集積化

立地適正化計画の推進
JR静岡駅周辺整備事業

静岡都心地区まちなか再生事業
ウォーカブルな都市空間の整備

駿府城公園再整備事業
グリーンインフラの社会実装の推
進

③公民共創による都市空間を
活用したまちづくり

エリアマネジメントの推進
景観計画の推進

政策３
多彩な交流と活動を支え
る交通環境の充実を推進
します

③脱炭素社会に向けた地域交通
のグリーン化の推進

②地域の暮らしを支える持続可
能な公共交通

①誰もが安全、快適に移動でき
る交通環境の整備

地域交通弱者対策事業
放置自転車対策事業

自主運行バスの運行事業
静岡型MaaS基幹事業

次世代モビリティ(FCVバス、EVバ
スなど)の普及促進
自動運転実装に向けた環境整備

政策２
まちの多様性と
イノベーションの創出によ
り、活発な交流と個性豊か
な地域のまちづくりを推進
します

④地域の拠点となる魅力をもった
公園の整備と適正運営の推進

②公民共創による地域の特色を
活かしたまちづくり

①居心地が良く歩きたくなる
まちなかの形成

JR草薙駅南口メインスト
リート整備事業

大谷・小鹿地区まちづくり
推進事業

Park－PFI事業等、民間活力
導入による公園活用

③大規模資本や観光資源を生か
した交流拠点の整備

大谷・小鹿地区土地区画整
理事業

政策４
安全・安心で環境にやさ
しい住環境と美しい緑の
ある都市景観の形成を推
進します

④地域課題解決の場としての身近
なオープンスペースの適正再配置

②建築物の更新等による環境に
優しい安全・安心なまちづくり

①災害に強く、安全・安心なまち
づくりの推進

各種耐震化支援事業
土地区画整理事業

市街地再開発事業

身近な公園の新規整備及び
再整備

③環境にやさしく快適な住環境
の整備 公営住宅等整備事業

４次総 分野別の政策の概要

本市では、集約連携型都市構造の実現に向け、都市拠点等の整備や拠点と市街地を結ぶ交通ネットワークの構築等による、地域主体のまちづくりを進めてきました。
このような中、都心等の拠点では、ウォーカブルな空間の整備・活用等、公共空間の役割や使い方が大きく変化し、柔軟な対応が求められています。また、都心等の

各拠点間を結ぶ交通ネットワークについては、ＭａａＳ等の導入による持続可能な公共交通サービスの提供に向け、交通事業者等との連携が重要となっています。豊か
な生活を送る土台となる住環境は、建築物の耐震化等による安全・安心な災害に強いまちづくりや、都市の魅力、質、付加価値を高める景観づくりが必要となっていま
す。
そこで、都心等の拠点において、都市機能の更新・集積や、公共施設等の既存ストックの利活用を「公民共創」で進め、「“人中心”のまちづくり」によりエリアの

価値を向上させることを目指します。
また、これらの拠点と市街地を結びつけ、誰もが快適に移動できるよう、地域の暮らしを支える交通ネットワーク・システムの構築を目指します。
さらに、市民の暮らしの安全・安心につながる建築物の耐震化や公園・緑地の整備に取り組み、環境にやさしく快適なまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

快適で質の高いまちの拠点と、住環境・交通環境の充実による、誰もが暮らしたい・訪れたい“人中心”のまちを実現します
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都市・交通分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
静岡、清水の中心市
街地の滞在時間（2
時間以上）の割合

賑わいの創出には、都市の魅力の向上が重要
である。
来街者の中心市街地での滞在時間を把握する
ことで、施策の効果を測定し、その増加を図る。

来街者へのアン
ケート調査
※商工会議所

（毎年）

（現状値）
静岡：51.2％
清水：35.6％ （R3）

静岡：減少傾向であるため、減少を止め、
コロナ禍以前と同水準（H26～R1平均
58.6％）に戻すことを目標として設定
清水：減少傾向であるため、減少を止め、
コロナ禍以前と同水準（H26～R1平均
40.8％）に戻すことを目標として設定
する。

R８ ：静岡：54％
清水：38％

R12：静岡：58％
清水：40％

【指標２】
公共交通や自転車
で移動がしやすいと
思う市民の割合

多様なライフスタイルや脱炭素社会に対応する
ためには、持続可能な公共交通網を充実させ
ることが重要である。
市民の移動に関する意識を調査することで、施
策が移動のしやすさに繋がっているかを把握
し、その向上を図る。

市民意識調査

（4年に1回）

（現状値） 45.1%（R4）

現状値が過半数に届いていないことか
ら、４次総に掲げる施策を通じて、市民
の過半数（50％）の満足度到達を目指
すこととして設定する。

R８ ：47.5%
R12：50%

【指標３】
安心・快適に暮らせ
ると思う市民の割

合

誰もが暮らしたいまちの実現には、豊かな生活
を送る基盤となる住環境の向上が重要である。
市民の住環境に関する意識を調査することで、
施策が住環境の向上につながっているかを測
定し、その増加を図る。

市民意識調査

（4年に1回）

（現状値） 72.2%（R4）
3次総での実績を考慮（「感じない」等が
38.9％（H25）→23.5％（R4）で約
40％減となっており、4次総期間中に
23.5×0.4＝9.4％減少し、その減少
分が「感じる」等に転換すると想定）し設
定する。

R８ ：76%
R12：80%

4次総分野別の政策 指標の設定について



⑩ 社会基盤
分野

政策・施策体系図4

②広域から呼び込む幹線
道路ネットワークの
形成

①市民の交流を生み出す
道路ネットワークの
形成

都市計画道路の整備推進

中部横断自動車道両河スマート
IC整備
国道1号清水立体や静岡南北道路
長沼立体の推進

政策１
地域連携や交流の拡大に貢献
する道路整備を推進します

政策３
生活環境の安全性・快適性の
確保や向上に資する社会基盤
整備を推進します

③脱炭素社会実現に
向けた取組の推進

②水環境の保護・改善

①道路環境の安全性・
快適性の向上

通学路における歩行空間の整備
通行帯設置や路面標示等による
自転車走行空間の整備

下水道計画区域内の整備

都市空間における緑化の推進
上下水道施設における再生可能
エネルギーの導入拡大

政策２
社会基盤の持続可能な運営
を図るため、計画的な維持
管理と担い手の確保に取り
組みます

③社会基盤分野の
DX推進

②建設業の担い手確保
に向けた取組の推進

①戦略的な維持管理・
更新等の推進

定期点検の結果等に基づく施設
の修繕や更新の実施

担い手確保に向けた啓発、イベ
ントの実施、研修の開催等

施設データの一元化、連携強化、
ICTの推進

政策４
防災・減災に向けた社会基
盤の強化や体制づくりを推
進します ②災害からの早期復旧

に向けた体制の整備・
強化

①自然災害による被害
の最小化

施設の耐震化、耐津波化の推進
浸水対策推進プランの推進

地籍調査の推進
給水拠点等の整備
事業継続に向けた応急体制の
充実

４次総 分野別の政策の概要

道路・河川・上下水道などの社会基盤は、市民の安全・安心な生活や活発な経済活動を下支えする基礎であり、人・モノの移動や雨水対策、安定的な水の供給や汚水
の適切な処理など、市民生活に欠かせない役割を果たしています。
その一方で、老朽化した施設の増加や建設業の担い手減少、激甚化・頻発化する自然災害など、社会基盤を取り巻く環境は厳しさを増しています。令和４年９月に発

生した台風第15号では、市内での24時間降水量が416.5ミリ、時間あたりの最大降水量が107ミリを記録し、各所で浸水被害が発生するとともに、道路の崩壊や河川護岸
の欠損、倒木や土砂流入による道路の寸断、水管橋の落橋、上水道の取水口への土砂等の流入に起因する断水など、市民の生活に大きな爪痕を残しました。
また、市内では交通事故件数は年々減少しているものの、自転車事故の割合が他都市と比較して高く、子どもや高齢者が関係する交通事故の発生が後を絶ちません。
そこで、道路・河川・上下水道の計画的な整備と、適正かつ効率的な維持管理を推進することで、市民生活、地域社会の快適性・利便性を向上させ、誰もが安全で幸

せに暮らすことができる、持続可能な社会基盤を有するまちの実現を目指します。

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3

経済の好循環を支え、誰もが安全で幸せに暮らすことができる持続可能な社会基盤を有するまちを実現します
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社会基盤分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
市内道路における
移動時間短縮

広域から人・モノを呼び込むために
は、道路整備による時間短縮が重要で
あるが、渋滞やアクセス道路の未整備
などの課題がある。

清水港など拠点施設へのアクセス道
路や都市計画道路の整備状況を定量的
に計る指標として設定した。

モニタリング区間（富士市

境～藤枝市境、新静岡IC～井川な

ど10区間）において、現状
値を基準として短縮され
た移動時間を算出・集計

（４年毎に算出）

（現状値） 335分※（R3）
10区間の合計移動時間
（暫定集計値）
※R3センサス値で置換予定

モニタリング区間上の道路整
備が完了した際に想定される
短縮時間から設定する。

R８ ：５％短縮
R12：10%短縮

【指標２】
浸水対策推進プラ
ンの進捗率

近年頻発化・激甚化する自然災害に
対し、安全・安心に暮らしていくには
社会基盤の強靭化が必要である。

特に本市においても発生している豪
雨に伴う被害に対し、対策の進捗を計
る指標として設定した。

プランの計画地区数に
対し、整備が完了地区
数を集計して算出

（毎年）

（現状値） 68.3％（R4）
完了地区数（R4末時点）
２８地区／４１地区

Ｒ８：31／41地区
完了 下水:葵3城北,葵4大岩

河川:駿3西島外

Ｒ12：41／41地区
完了 下水:清1押切外,清3追分,

清4永楽外,清6川岸外,
清7北脇外,清9江尻外、
清11長崎,清18三保

河川:葵5新伝馬,清15馬走
※R4台風第15号の被害を受けた

他地区を追加する可能性有

R８ ：75.6％※

R12：100％※

※R4台風第15号の浸水被害
を受けてR5年度の計画見直
しにより、変更する可能性有

【指標３】
暮らしと水循環を支
える上下水道の管

路更新

安全でおいしい水を将来にわたり安定
して給水し、公共用水域の水質を保全
していくためには、上下水道管路を計
画的に更新していく必要があるため、
更新の進捗を計る指標として設定した。

目標値に対し整備が完
了した延長を各々集計
して算出

（毎年）

（現状値）3次総（8年間）
水道管：91.4㎞
下水道管：39.3㎞（R4）
３次総期間中の整備延長(見込値)

静岡市上下水道事業第5次中期
経営計画に合せ、令和５年度
からの整備延長を目標値とす
る。

水道管 R  ８：106.6㎞
R12：223.6㎞

下水道管R  8:   25.4㎞
R12： 50.2㎞

【指標４】
社会基盤(道路、河
川、上下水道)に対
する満足度

社会基盤を構成する各施設は市民生
活になくてはならないものであるため、
不便や不具合がなく使える状態を維持
しつつ、必要に応じて新たな整備をし
ていくことが重要となる。

社会基盤の整備状態に対し、満足し
ているかどうかを計る指標として設定
した。

市民意識調査

（毎年）

（現状値） －0.34点（R4）
社会基盤の整備状況について、市民アン
ケート結果を点数化して平均したもの
満足：２点、どちらかといえば満足：１点、どち
らかといえば不満：－１点、不満：－２点

Ｒ８は満足と不満が均衡して
いる状態（０点）、Ｒ12は現
状値から逆転した状態（満足
側）を目指す。R８ ：0点

R12：0.34点

4次総分野別の政策 指標の設定について
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資料２－１ 

４次総実施計画の策定について 

１ 概 要 

・本市の総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層から構成している。 

・実施計画は、４次総を推進するために必要となる、主要な施策及び事業の実施状況等を

明らかにするとともに、現行制度を前提とした財政シミュレーションを作成し、これと

整合を図ることにより、健全な財政運営のもと、計画的に取り組んでいく。 

・計画期間は、前期を４年間（令和５年度（2023 年度）から令和８年度（2026 年度））、

後期を４年間（令和９年度（2027 年度）から令和 12 年度（2030 年度））とし、社会経

済状況の変化などを踏まえ、毎年度改定を行う。 

２ ４次総実施計画策定のポイント 

 （１）総合戦略の継承・深化 

   総合戦略で取り組んできた人口減少対策を４次総実施計画に継承・深化させ、都市活

力を維持・向上させていくために必要となる「人口活力の向上」の考え方を定め、取組

を推進していく。 

（２）章立ての変更 

   ３次総実施計画では、５大構想を「前」、分野別を「後」に掲載していたが、４次総

基本計画に合わせて章立ての順を逆とし、分野別を「前」、５大重点政策を「後」に掲

載する。 

 （３）台風第 15 号を踏まえた防災対策を特集 

   令和４年９月に発生した台風第 15 号における災害対応に係る課題や教訓に基づき、

必要な事業や施策を実施計画に反映し、４次総期間においてより一層防災対策の強化を

図ることを示す。 

３ 実施計画の構成（案） 

  資料２－２のとおり 

４ 実施計画の冊子（案） 

  資料２－３のとおり 

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和５年１月５日（木）～１月 18 日（水） 実施計画登載事業照会 

当初予算一次内示反映 

  令和５年１月 25 日（水）～１月 31 日（火） 実施計画登載事業確認 

当初予算最終内示反映

  令和５年２月２日（木）          経営会議 



総合計画実施計画 構成比較表（230111時点）

第１ 序説 ー 序説

1 第３次静岡市総合計画の構造 1 総合計画のあらまし …総合計画の構造（「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３層構造）及び計画期間を説明

2 実施計画策定の背景  実施計画においては財政計画と整合を図りつつ、４次総を推進する主要事業の実施内容等を定める

3 計画期間 また、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略を勘案しつつ、総合計画と総合戦略を一つのものとして策定

4 総合計画×SDGｓの意義  ※今後、国や県の動向に合わせて改訂の可能性あり（静岡県は今後の対応検討中（総合政策課確認））

5 総合計画と総合戦略の関係 2 SDGsの推進 …SDGｓの理念を各施策に取り込み、SDGsを推進していくことを説明

6 後期実施計画の策定 3 横断的な視点 …計画の推進に必要な４つの視点（ジェンダー平等の推進、多文化共生の推進、GXの推進、DXの推進）を説明

7 実施計画の基本的事項 4 人口活力の向上 …人口活力の向上（定住人口、交流人口、関係人口）の考え方を示し、具体的な事業例を紹介

8 第４次総合計画の策定に向けて 5 実施計画の基本的事項 …掲載内容の基本的なルールを説明

第２ ５大構想 第１ 分野別の政策

※３次総では５大構想を「前」、分野別を「後」に掲載していたが、４次総基本計画に合わせて章立ての順を逆とする。

第３ 重点プロジェクト ー

第４ 分野別の基本的な方向性 第２ ５大重点政策

第５ 各分野の政策・施策を推進するための視点 － ○第４次行財政改革前期実施計画に掲載

第６ 行政区別事業計画 第３ 行政区別事業計画 ○行政区毎の主要事業を掲載（再掲）

第７ 総合戦略 － ○総合戦略は総合計画に溶け込んでいるため章立てはしない

第８ 財政シミュレーション 第４ 財政シミュレーション  ○財政ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝと分野別投資的経費を掲載（再掲）

1 財政シミュレーション 1 財政シミュレーション

2 分野別投資的経費総括表 2 分野別投資的経費総括表

【参考別紙】 新型コロナウイルス感染症に関する対応 第５ 台風第15号を踏まえた防災対策の取組  ○防災対策事業をとりまとめて掲載

 ※新型コロナを含む感染症対策は分野別計画に掲載

－ 巻末資料 個別分野計画の策定状況

３次総後期実施計画「改訂」（2019～2022）※R4 ４次総前期実施計画「策定」（2023～2026） ※R5

基本計画

【第１部】

基本計画

【第２部】

Point①

Point②

Point③

資料２－２



（案） 

第４次静岡市総合計画 
（静岡市デジタル田園都市国家構想総合戦略） 

前期実施計画 
（令和５年度（2023 年度）～令和８年度（2026 年度）） 

令和５年３月 

静 岡 市 

資料２－３
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序説 

１ 総合計画のあらまし 

（１）総合計画の概要 

「総合計画」とは、まちの将来像を示すとともに、市政を総合的、計画的に運営するた

め、各分野における計画や事業の指針を明らかにするもので、本市の総合計画は、「基本構

想」「基本計画」「実施計画」の３層から構成しています。 

「基本構想」では、まちづくりの大きな方向性を示し、「基本計画」では、基本構想に基

づいて実施する政策・施策の体系を明らかなものとし、「実施計画」では、基本計画に定め

た施策を展開するための個別の事業を定めます。 

①基本構想 

「第４次静岡市総合計画」（以下、「４次総」という。）では、静岡市独自の強みを活かし

て、一定の経済力を有しながら、経済、社会、環境が調和した、世界の中で存在感を示す

都市を目指していくため、「『世界に輝く静岡』の実現」をまちづくりの目標に掲げます。 

「世界に輝く静岡」とは、静岡市に暮らす市民一人ひとりが、輝いて、自分らしい人生

を謳歌できるまちであること（「市民（ひと）が輝く」）と、静岡市が擁する地域資源を磨

き、輝かせ、世界から注目され、人々が集まるまちであること（「都市（まち）が輝く」）

の２つの要件を兼ね備えたまちと定義します。

②基本計画 

基本構想で掲げたまちづくりの目標である「『世界に輝く静岡』の実現」に向けて、実施

する政策や施策の体系を明らかにするとともに、具体的な事業展開の方向性などを示すも

のです。

③実施計画 

４次総を推進するために必要となる、主要な施策及び事業の実施状況等を明らかにし、

現行制度を前提とした財政シミュレーション（歳入と歳出の見積もりの総量を推計したも

の）と整合を図ることにより、健全な財政運営のもと、計画的に取り組みます。実施計画

は、前期を４年間（令和５年度（2023 年度）から令和８年度（2026 年度））、後期を４年間

（令和９年度（2027 年度）から令和 12 年度（2030 年度））とし、社会経済状況の変化など

を踏まえ、毎年度改訂を行います。 

（２）総合戦略と総合計画の関係 

国は、「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す「デジタル田園都市国

家構想」の実現に向け、デジタルの力を活用しつつ、地域の個性を活かしながら地方の社
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会課題解決や魅力向上の取組を加速化・深化することとし、令和４年 12月に「デジタル田

園都市国家構想総合戦略（以下、「総合戦略」という。）」を策定しました。 

これを受け、本市は、国と連携・協力し、本構想の実現に向けた取組を推進させるため、

「静岡市デジタル田園都市国家構想総合戦略」（以下、「静岡市総合戦略」という。）を策定

し、デジタル技術を活用した地方創生を推進していきます。 

なお、本市は、４次総において、地方創生に向けた「人口活力の向上」の考え方を定め

るとともに、横断的視点としてデジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進を強

く意識して取組を推進することとしており、総合戦略との親和性も高いことから、４次総

と静岡市総合戦略を一つのものとして策定します。策定後、４次総で設定している政策分

野ごとの数値目標により評価検証を行い、ＰＤＣＡサイクルによる計画の進行管理を行う

とともに、デジタル技術の活用にあたっては、「静岡市デジタル化推進プラン」及び「静岡

市スマートシティビジョン」が４次総を下支えし、より効果的な事業構築を図っていきま

す。（今後、国や県の動向等を踏まえ、必要に応じて改訂します。） 

【総合戦略の政策分野と対応する４次総の政策分野】 

総合戦略 ４次総 

１ 地方に仕事をつくる 

①スタートアップ・エコシステムの確立 

②中小・中堅企業ＤＸ 

③スマート農林水産業・食品産業 

④観光ＤＸ 

⑤地方大学を核としたイノベーション創出 

⑥地方と海外を含めた他地域とのつながり強化

〇分野（商工・物流）（①、②、⑥）

イノベーションの創出、中小企業振興、多様な人材の活躍 

〇分野（農林水産）（③） 

持続可能な生産基盤の確保 

〇分野（観光・交流）（④）

再訪を促す受入態勢づくり 

〇人口活力の向上（⑤）

大学連携

２ 人の流れをつくる 

①地方への移住・定住の推進 

②「転職なき移住」の推進など地方への人材の還流 

③関係人口の創出・拡大等、二地域居住等の推進 

④地方大学・高校の魅力向上 

⑤女性や若者に選ばれる地域づくり

〇人口活力の向上 （①、②、③、④）

移住・定住の推進、大学連携 

〇分野（子ども・教育）（④）

信頼される教育環境づくり 

〇分野（商工・物流）（⑤）

多様な人材の活躍

３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

①デジタル技術の活用等による少子化対策の総合的な

推進 

②結婚・出産・子育てへの支援  

③仕事と子育ての両立など子育てしやすい環境づくり 

④こども政策におけるＤＸ等のデジタル技術を活用し

た地域の様々な取組の推進  

〇分野（子ども・教育）（①、②、③、④）

子どもを生み育てやすいまちづくりの推進 

〇重点政策（①、②、③、④） 

安心して楽しく子育てができる環境の整備

-3-



総合戦略 ４次総 

４ 魅力的な地域をつくる 

①デジタルとリアルが融合した地域生活圏の形成 

②教育ＤＸ 

③医療・介護分野でのＤＸ 

④地域交通・物流・インフラＤＸ 

⑤多様な暮らし方を支える人間中心のコンパクトなま

ちづくり 

⑥地域資源を生かした個性あふれる地域づくり 

⑦防災・減災、国土強靭化の強化等による安心・安全

な地域づくり 

⑧地域コミュニティ機能の維持・強化

〇人口活力の向上（①） 

移住・定住の推進

〇分野（都市・交通）（①、⑤）

まちづくりのＤＸの推進、ウォーカブルな都市空間、 

シームレスな交通空間 

〇分野（子ども・教育）（②）

教育ＤＸの推進 

〇分野（健康・福祉）（③、⑧） 

医療・介護分野のＤＸの推進、地域共生・地域福祉の推進 

〇分野（商工・物流）（④）

社会基盤を活用した広域物流の推進 

〇分野（農林水産）（⑥） 

オクシズの地域資源の保全と活用 

〇分野（生活・環境）（⑥）

省エネルギーの推進 

〇重点政策（⑥、⑧）

〇分野（防災・消防、社会基盤）（⑦）

防災・減災に向けた社会基盤の強化、体制づくり

■デジタル田園都市国家構想総合戦略の基本的考え方（概要） 

・社会情勢が大きく変化している今こそ、デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化

し、デジタル田園都市国家構想の実現を目指す。 

・東京への過度な一極集中の是正や多極化を図り、地方の社会課題を成長の原動力として地

方から全国へとボトムアップの成長につなげていく。 

・デジタル技術の実証から実装への段階移行にあたり、デジタル田園都市国家構想交付金の

活用等により、各地域の優良事例の横展開を加速化させる。 

・これまでの地方創生の取組も、改善を加えながら推進していくことが重要。 

■施策の方向 

地方：デジタルの力を活用した地方の社会課題解決 

①地方に仕事をつくる、②人の流れをつくる、③結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

④魅力的な地域をつくる 

国：デジタル実装の基礎条件整備 

①デジタル基盤の整備、②デジタル人材の育成・確保、③誰一人取り残されないための取組 

地方のデジタル実装を下支え
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【数値目標】 ※検討中 

１ 地方に仕事をつくる 

政策 

分野
指標 現状値 

目標値 

Ｒ８ Ｒ12 

商工 

物流 

商業、製造業の市内総生産額 

①商業、②製造業 

①460,774 百万円

②938,751 百万円

①451,158 百万円

②998,127 百万円

①450,480 百万円

②1,065,559 百万円

農林 

水産 

農水産業における１人当たり

の販売額 

①農業、②水産業 

①505 千円 

②3,232 千円 

①530 千円 

②3,200 千円 

①550 千円 

②3,200 千円 

観光 

交流 
来訪者の満足度（NPS 値） 52.3％ 54.0％ 56.0％ 

人口 

活力 

観光交流客数 15,278,000 人 27,788,000 人 28,348,000 人 

市民一人あたり市内総生産額 504 万円／人  587 万円／人 

２ 人の流れをつくる 

政策 

分野
指標 現状値 

目標値 

Ｒ８ Ｒ12 

人口 

活力 

総人口 693,389 人 669,536 人超 646,098 人超 

「関係人口」創出に資する事

業実施数 
調査中 ●＋８事業 ●＋16 事業 

商工 

物流 

働きやすいまちだと思う市民

の割合 
41.2％ 44.9％ 49.0％ 

３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

政策 

分野
指標 現状値 

目標値 

Ｒ８ Ｒ12 

子ども 

教育 

今後も静岡市で子育てをして

いきたいと思う市民の割合 
96.7％ 97.0％ 98.0％ 

保育所等待機児童数 

①保育所（4/1時点） 

②保育所（10/1 時点） 

③放課後児童クラブ 

① 0 人 

②57 人 

③30 人 

①～③：0人 ①～③：0人 

重点 

政策 

子どもを産みやすい、育てや

すい環境が整っていると思う

市民の割合 

28.9％ 35.0％ 40.0％ 
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４ 魅力的な地域をつくる 

政策 

分野
指標 現状値 

目標値 

Ｒ８ Ｒ12 

人口 

活力 

これからも静岡市に住み続け

たいと思う市民の割合 
83.3％ 86.0％ 90.0％ 

都市 

交通 

安心・快適に暮らせると思う

市民の割合 
72.2％ 76.0％ 80.0％ 

健康 

福祉 

互いに助け合う暮らしやすい

まちだと思う市民の割合 
54.0％ 59.6％ 65.0％ 

農林 

水産 

オクシズの旧安倍６村及び両

河内地区の人口 
6,418 人 

推計人口＋10％ 

（6,000 人） 

推計人口＋10％ 

（5,400 人） 

生活 

環境 
温室効果ガス排出量 削減率 14.3％ 26.0％ 51.0％ 

防災 

消防 

静岡市が災害に強く安全・安

心に暮らせるまちだと思う市

民の割合 

53.2％ 56.6％ 60.0％ 

社会 

基盤 
浸水対策推進プラン進捗率 68.3％ 75.6％ 100％ 

参考：静岡市デジタル化推進プラン 

 2030 年の目指す姿 

市民の利便性向上 
オンラインで完結する行政サービスの実現 

市民が真に必要とする情報提供の実現 

行政運営の効率化と生産性向

上 

効率的かつ高品質な行政サービスの提供 

効果的なインフラ整備と管理の実現 

市民情報を守るセキュリティ対策の継続 

新たな価値の創出（スマートシ

ティ）

新たな都市創造に向けたイノベーションが生まれるまちの

実現 

地域が抱える社会課題の解決 
企業ＤＸの促進による地域経済の活性化 

デジタル・ディバイドの解消 

デジタル人材の確保と育成 
デジタル人材の確保と育成の継続 

デジタル教育環境の充実 

参考：静岡市スマートシティビジョン（策定中…） 
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２ ＳＤＧｓの推進 

本市は、他都市に先駆けてＳＤＧｓ（※）を市政に取り組んでいくことを掲げ、2018 年

には国から「ＳＤＧｓ未来都市」に、国連から「ＳＤＧｓハブ都市」に選定されています。 

４次総の終期である令和 12 年度（2030 年度）は、ＳＤＧｓの目標期限と一致しており、

またＳＤＧｓに掲げられている世界共通の目標は、全世代の多様な人々が健康で暮らせる

環境の確保や、住み続けられるまちの実現、パートナーシップによる目標の達成など、い

ずれも本市が目指すまちづくりの方向性と重なるものです。 

このため、ＳＤＧｓの理念を本市の政策・施策に取り込むことで、ＳＤＧｓの推進に大

きく寄与し国際社会への責任を果たすとともに、公益性と事業性の両立を図りながら「世

界に輝く静岡」を実現していきます。

（※）ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ） 

2015 年国連サミットで採択された、持続可能な開発目標（Sustainable Development

Goals）のことで、国連が提唱した「地球上の誰ひとりとして取り残さない」の合言葉を

もとに、全ての国や地域が持続的に発展していくために決めた世界共通の 17 の目標を指

します。 

３ 横断的な視点 

 ＳＤＧｓの推進を踏まえ、時代の要請や国際社会からの期待に応えるために重要となる、

４つの横断的な視点を定めます。４次総の推進にあたっては、これらの視点を強く意識して

取り組んでいきます。 

（１）ジェンダー平等の推進

ＳＤＧｓのゴール５「ジェンダー平等を実現しよう」に特に資する視点として、全ての

市民が性別に関わらず、平等に機会が与えられ、自分らしく生きることができる社会の実

現を目指します。

事業例

１

２

３

４

５

（２）デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進

ＳＤＧｓのゴール９「産業と技術革新の基盤をつくろう」に特に資する視点として、デ

ジタル技術の活用により、行政サービスや市民生活、経済活動などあらゆる場面における

社会変革を促していくことを目指します。
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事業例

１

２

３

４

５

（３）多文化共生の推進

ＳＤＧｓのゴール 10「人や国の不平等をなくそう」に特に資する視点として、全ての市

民が国籍・民族等により差別的扱いをされず、多様な文化や生活習慣が尊重され、あらゆ

る場面において互いに助け合い、学び合う社会の実現を目指します。 

事業例

１

２

３

４

５

（４）グリーン・トランスフォーメーション（ＧＸ）の推進

  主にＳＤＧｓのゴール 13「気候変動に具体的な対策を」に特に資する視点として、2050

年の温室効果ガス排出実質ゼロに向け、クリーンエネルギー中心とした経済社会システム

への変革を促していくことを目指します。

事業例

１

２

３

４

５

４ 人口活力の向上 

国全体での人口減少、少子高齢化が進行する中で、本市も例外ではなく、中長期的な人口

減少は避けられないと想定されます。

人口減少、少子高齢化は、経済規模の縮小、都市の魅力の低下、地域の担い手不足やコミ

ュニティの衰退など、様々な問題を引き起こすことが懸念されており、もはや人口規模に目

を向けるだけでは、従前の都市活力を維持することは困難な時代を迎えています。

一方、近年のＩＣＴの発展に伴い、今や世界中の人々が、働く場所や住む場所にとらわれ
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ず、様々な地域とつながり、関わり合っており、こうした多様な人々の力を都市活力に変え

ながら、持続的な発展に向けて取組を進めていくことが求められています。

こうした状況を踏まえ、まずは、人口減少そのものを抑えることが、極めて重要な課題で

あることから、直近の推計を上回る「定住人口」を目指していきます。

加えて、短期的に本市を訪れ滞在する「交流人口」を増やすことで、地域経済の活性化を

図るとともに、継続的に本市に関心を寄せつながりを持つ「関係人口」の輪を広げることで、

多様な地域課題の解決などにつなげていきます。

そして、これらを総合的に推進することで生まれる都市活力、すなわち「人口活力」を高

め、まちと暮らしを豊かにするため、あらゆる政策・施策に取り組んでいきます。

（１）定住人口の増加

  市民の安全・安心な生活環境の整備及び移住促進関連事業に取り組むことで、「定住人口」

の増加につなげていきます。

事業例

１

２

３

４

５

（２）交流人口の拡大

  まちの魅力を高め、国内外からの誘客と交流を促進し、地域経済の活性化に寄与する事

業に取り組み、「交流人口」の拡大につなげていきます。

事業例

１

２

３

４

５

（３）関係人口の創出

  市外からまちづくりに参加してくれる人、地域に拠点を持つ人、地域の特産品等を購入

する静岡市ファンなどを呼び込む事業に取り組み、「関係人口」の創出につなげていきます。

事業例

１

２

３

４

５
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５ 実施計画の基本的事項 

（１）実施計画の対象となる事業は、市が実施主体となって行う主な事業を中心に、国、県、

民間団体などが実施する事業については、主要なもの、又は市負担を伴うものを掲載し

ています。

（２）事業量、事業費については、現行の行財政制度を基礎とし、４年間の総量で表示して

あります。なお、事業費の表示のない事業は、主としてソフト事業など投資的経費（※）

に属さないものです。 

（３）県、民間など市以外の団体が実施主体となって行う事業については、市の負担額また

は補助額を事業費として表示してあります。 

（４）新たに建設する施設や条例などの名称は、すべて仮称で、文中「仮称」の表示は、省

略してあります。 

（５）実施計画登載事業のうち、行政区ごとに分類できる事業については、参考までに行政

区ごとに整理し、第３に掲げました。 

（※）投資的経費 

  その投資効果が長期間にわたって持続する経費で、地方財政においては、性質別に

分類された経費のうち普通建設事業費、災害復旧事業費等を指します。 
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第１ 

分野別の政策 

１ 健康・福祉 

２ 子ども・教育 

３ 防災・消防 

４ 生活・環境 

５ 文化・スポーツ 

６ 観光・交流 

７ 商工・物流 

８ 農林水産 

９ 都市・交通 

10 社会基盤 
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第１ 分野別の政策 

１ 分野別の政策に基づく事業計画について 

基本計画における「分野別の政策」を構成する事業については、各分野の政策、施策に従

い、各事業の推進を図ります。 

 指標については、原則、現状値は令和４年（2022 年）、目標値は令和８年（2026 年）です

が、異なる場合には、別途記載しています。 

２ 事業計画の記載について 

（１）体系コードについて 

   体系コードは各事業の政策、施策の位置付けを示します。 

01 01 01 

分野番号 政策番号 施策番号 

   複数の分野に位置付けられる事業については、★印を記載しています。括弧書きの体

系コードは、他の分野に位置付けられている体系コードです。 

（２）事業名 

   事業の名称を示します。 

（３）事業主体 

   事業実施主体を示しています。主体が民間の場合には、市の関わりは補助金等の支援

となります。 

（４）事業の内容 

   各事業の内容を示します。 

（５）2023 年度～2026 年度の事業量 

   2023 年度から 2026 年度の間に実施する事業の実施状況等を示します。 

（６）事業費（百万円） 

   2023 年度から 2026 年度の事業費の計を示します。 

   （ソフト事業など投資的経費に属さないものは、「－」と表示します。） 

（７）担当課 

   2023 年度以降の各事業の所管課を示します。 

※記載例 

①体系 

コード 
②事業名 

③ 

事業 

主体 

④ 

事業の内容 

⑤ 

2023 年度～2026 年度 

の事業量 

⑥事業費 

（百万円）
⑦担当課 

010101 

(020202)

○○施設整

備事業
市

○○を目的とした
拠点施設の整備

設計、改修 1,234 企画課
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１　健康・福祉

現状値 目標値

01
推進します

02
推進します

03
推進します

04
推進します

③

④

②
互いに助け合う暮らしやすいまちだと思
う市民の割合

54.9%

① 健康寿命 男性73.03歳、女性75.25歳

①障害のある人11.7％
②障害のない人16.0％

208人

     03 多様なニーズに対応した地域生活の支援

　　　　市民意識の醸成

     02 障がいのある方の社会参加の促進

     02 市民の連携による地域での支え合い体制の整備

     03 市民の自主的な健康長寿・全世代活躍の取組の促進

     02 多様な主体が協働するつながりづくり・場づくり

     02 安心して暮らせる地域医療の確保

     03 健康に関する危機管理体制の充実

健康づくり・地域医療を      01 生涯を通じた「からだ」と「こころ」の健康づくりの推進

     04 持続可能な介護保険制度の実現

障がい者共生・福祉を      01 障がいの有無にかかわらず、権利や意思を尊重できる

     03 地域福祉を支える人づくり・意識づくり

健康長寿・高齢者福祉を      01 医療・介護の専門職の連携による支援

〈政策体系〉

地域共生・地域福祉を      01 一人ひとりに必要な支援を届ける仕組みづくり

誰もが健やかに生きがいをもって、自分らしく地域で共に生きるこ
とのできるまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

指標

壮年期・中年期（30～64歳）人口10万人
当たり死亡数

障がいのある人とない人の地域における
共生が進んでいると思う市民の割合

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 担当課
2023～2026年度

の事業量
事業の内容
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２　子ども・教育

現状値 目標値

01

若者を育成します

02
残されず成長できるよう支
援します

03
ども・若者・子育て家庭を
支援し、子どもを生み育て
やすいまちづくりを推進し
ます

04
づくりを推進します

       02 グローカルに活躍できる人材の育成

④

       02 いじめ・不登校・ひきこもり対策の推進

       03 子ども・若者の安全安心な居場所づくりの推進

③

子ども・若者が誰一人取り        01 特別な支援を必要とする子どもの保育・教育の推進

〈政策体系〉

自らの力で豊かな未来を切

       02 安心して子どもを生み育てられる環境づくり

すべての子ども・若者が、夢や希望をもって、健やかで、たくまし
く、しなやかに育つまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

り拓くことができる子ども・

指標

       01 自ら学び、共に生きる力をもった子ども・若者の育成

       02 充実した保育・教育環境の整備

       03 安定した質の高い保育・教育の提供

①

       03 教育DXの推進

②
自分にはよいところがあると思う児童生
徒の割合（自己肯定感） 小学生77.2％、中学生66.4％

信頼される保育・教育環境        01 子どもの安全対策の推進

「しずおか総がかり」で子        01 子ども・若者・子育て家庭を支える地域づくり

       03 学校、家庭、地域等の連携の充実

将来の夢や希望をもっている児童生徒の
割合

小学生80.1％、中学生76.2％

96.4%

保育所等43人（10/1）、0人(4/1）
放課後児童クラブ30人（5/1）

保育所等待機児童数（4/1及び10/1時点）
放課後児童クラブ待機児童数（5/1時点）

今後も静岡市で子育てをしていきたいと
思う市民の割合

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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３　防災・消防

現状値 目標値

01
の向上に取り組みます

02

03
の安全を守る環境を整えます

04
迅速・的確に対応するため
の消防力強化を推進します

９人

災害時の避難情報について、２つ以上の
ルート（防災メール・災害ラジオ・LINE・
同報無線・テレビ等）で受け取ることので
きる環境が整っている市民の割合

②

①
静岡市が災害に強く安全・安心に暮らせ
るまちだと思う市民の割合

56.1%

       03 スムーズな避難行動の促進

       02 救命体制の充実

       04 施設整備等の強化

       03 災害対応力の向上

       03 市民・民間事業者との連携強化

       01 危機管理体制の強化

       02 社会基盤・都市基盤の整備

       02 災害対応計画・業務継続計画の最適化

火災、救急、救助に対して        01 火災予防の推進

大規模自然災害に備え、市民        01 災害情報の伝達体制の強化

公民連携による地域防災力        01 防災訓練の充実・強化

あらゆる危機に対応できる強
靭な体制整備を推進します

       02 防災・減災意識の向上

〈政策体系〉

あらゆる危機から市民の「いのち」と「くらし」を守り、安全・安
心に暮らせるまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

指標

火災による死者数０③

政策 施策

-18-

検討中



事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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４　生活・環境

現状値 目標値

01

02
守り、次世代へつなげます

03
物政策を推進します

04

りを推進します

地域脱炭素の取組を加速

豊かな自然や暮らしの環境を

市民一人１日当たりのごみ総排出量（家
庭ごみ＋集団資源回収＋事業系ごみ）

       01 地域の特色を活かした再生可能エネルギーの最大限導入

       02 省エネルギーの推進

①

安心して暮らせる社会づく

       03 災害に強く環境にやさしいエネルギーの分散化

       03 自然を守る人材の育成

       02 安定的な廃棄物処理体制の整備

③

④

       03 正しい知識・判断に基づく消費行動の推進

       02 自分自身と相手を守る交通安全意識の向上

犯罪等に強い誰もが安全で        01 みんなで取り組む地域防犯活動の推進

       04 良好な生活環境の確保

温室効果ガス排出量　削減率
（2013年度比）

       04 気候変動に適応した対策の推進

       01 南アルプスなどの自然環境・生態系の保全

       02 持続可能な自然の利活用の推進

人と自然が共に生き、将来にわたって豊かな営みを続けながら暮ら
すことができるまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

させます

指標

刑法犯の認知件数

②

〈政策体系〉

環境に関するボランティア活動に参加し
ている市民の割合 17.2%

循環型社会を目指した廃棄        01 ごみのさらなる減量に向けた協働の推進

10.1%

872g

2,907件

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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５　文化・スポーツ

現状値 目標値

01

りを推進します

02

推進します

03
あげ、次世代に継承します

04

育成します

わいあふれるまちづくりを

まちづくりに関わる人材を

 　 を通じたまちの賑わい創出

〈政策体系〉

スポーツの力で誰もが健康  01 誰もが楽しむことができるスポーツの推進

 02 スポーツを日常的に親しむための環境整備

 03 スポーツを通した人々の交流による地域の活性化

歴史に育まれてきた多彩なしずおか文化に誇りと愛着を持ち、ス
ポーツ・学びを通して一人ひとりが輝き続けるまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

で心が満たされるまちづく

指標

生涯学習を行っている市民の割合③

②
歴史や文化を身近に感じることが出来る
まちだと思う割合 63.3%

文化を通じてつながる、賑  01 互いを受け入れ誰もが文化に触れられる機会の創造

生涯にわたる学びを支援し、  01 誰もが気軽に学び、互いに学び合える機会の充実

静岡の歴史的価値をみがき  01 静岡の地域資源である歴史文化の保存の推進

 03 市民による静岡の歴史や文化財の価値の共有と活用の推進

 03 国内外への情報発信の充実や交流による新たな文化の創造

 02 学びを地域や社会に活かすための支援の充実

 03 「学ぶ」「活かす」の循環を支える基盤の充実

 02 価値ある静岡の歴史文化の継承の推進

 02 市民が文化を通じて生きる喜びを感じられる環境づくりの推進

①
スポーツが盛んなまちだと思う市民の割
合

66.2%

53.7%

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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６　観光・交流

現状値 目標値

01

02
からの誘客と活発な交流を
推進します

03
促す受入態勢づくりを推進
します

04
から広がるまちの賑わい
づくりを推進します

観光交流客数 12,171,352人

30.7

       02 社会情勢の変化に対応した誘客促進

       03 海外との多彩な交流

       02 模型の世界首都・静岡を活かした魅力づくり

       03 多彩な歴史文化に触れ親しむ観光振興

       06 スポーツを活かした交流促進

       02 清水都心を中心とした賑わいづくり

       03 草薙・東静岡副都心を中心とした賑わいづくり

まちなか（都心・副都心）        01 静岡都心を中心とした賑わいづくり

来訪者にやさしく、再訪を        01 来訪者が快適・安全に楽しむための受入環境の充実

       02 来訪者へのおもてなしの向上と周遊を促す取組みの促進

静岡の魅力を伝え、国内外        01 静岡市ならではの資源を活用したシティプロモーション

来訪者の満足度（NPS値）

       04 お茶・マグロ・しずまえブランドなどの食の磨き上げ

〈政策体系〉

国内外に誇れる地域資源を        01 世界に認められた地域資源の磨き上げ

③

       05 オクシズの魅力を活かす交流促進

国内外の多くの人々を惹きつけ、多彩な交流を通じた賑わいが創出
されるまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

活かした観光を推進します

指標

② 観光消費額単価 24,313円

①

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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７　商工・物流

現状値 目標値

01

推進します

02

03
物流を推進します

04

       01 協働・共創体制の構築

       04 創業支援の充実

       05 地域経済におけるDXとGXの推進

地域経済を支える中小企業        01 新市場・販路開拓に対する支援

時代の変化に対応しながら地域資源を磨き上げ、多様なパートナー
シップにより、豊かに経済成長を続けるまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

イノベーションの創出を

指標

働きやすいまちだと思う市民の割合③

② 清水港のコンテナ取扱個数 コンテナ取扱量：562,610TEU

社会基盤を活用した広域        01 物流を支える社会資本整備の推進

       03 ロジスティクス産業の振興

       02 清水港や高規格道路を活用した広域物流の促進

       03 人材と企業の交流の場の創出

企業の活性化を支える多様        01 次代を担う人材の育成
な人材の活躍を推進します

       02 経営基盤・競争力の強化

       02 良質な就労環境の創出

① 商業、製造業の市内総生産額
商業：460,774千円
製造業：888,307千円

52.1%

       02 本市産業特性の活用

       03 新製品・技術開発に向けた支援

の振興を推進します

〈政策体系〉

経済成長の原動力となる

       03 企業誘致と留置の推進

       04 商業環境の充実・魅力強化

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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８　農林水産

現状値 目標値

01

02
を推進します

03
の静岡市ブランドを推進し
ます

04
と活用を推進します

南アルプスから駿河湾までの多彩な資源を活かし、持続可能な農林
水産業を営むまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

組織の育成を推進します

指標

オクシズ地域に住み続けたいと思う市民
の割合

③

②
市民が市産の農林水産物を国内外に誇れ
る地域資源であると思う割合

   03 地域の話し合いによる新たな後継者の発掘・支援

持続可能な生産基盤の確保    01 作業効率の高い生産基盤の整備

〈政策体系〉

産業・産地を担う人材・    01 次代を担うビジネス感覚豊かな担い手の育成・支援

オクシズの地域資源の保全    01 生活環境に必要な機能を担う森林・農地等の保全

市民が自慢できる農林水産    01 お茶、みかん、わさびなど強みのある既存産物の価値の向上

   03 地産地消から始まり国内外の販路開拓を見込んだ消費拡大

   02 食文化としての「しずまえ」ブランドの普及促進

   02 オクシズ地域に受け継がれてきた文化や産業の活用

   04 地域と都市部住民の交流による活性化

   03 安心して暮らし続けることができる環境整備

   02 災害に強い、安全・安心な農林水産施設の整備

   03 既存の生産基盤の安定的な運用

   02 農林水産業を成長産業にする多様な担い手の育成支援

56.3%

① 農水産業における一人当たりの販売額

政策 施策

-28-

検討中



事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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９　都市・交通

現状値 目標値

01

都心のまちづくりを推進します

02

りを推進します

03
交通環境の充実を推進します

04
住環境と美しい緑のある都市
景観の形成を推進します

〈政策体系〉

新たな都市空間の創造により、  01 都心、副都心の都市機能の高度化・集積化

快適で質の高いまちの拠点と、住環境・交通環境の充実による、誰
もが暮らしたい・訪れたい“人中心”のまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

誰もが心地よく幸せを感じる

指標

安心・快適に暮らせると思う市民の割合

②

静岡、清水の中心市街地の滞在時間（２
時間以上の割合）

静岡 62.2%、清水 47.6%

公共交通や自転車で移動がしやすいと思
う市民の割合

33.4%

①

安全・安心で環境にやさしい  01 災害に強く、安全・安心なまちづくりの推進

多彩な交流と活動を支える  01 誰もが安全、快適に移動できる交通環境の整備

 03 脱炭素社会に向けた地域交通のグリーン化の推進

 04 地域の拠点となる魅力をもった公園の整備と適正運営の推進

 02 建築物の更新等による環境にやさしい安全・安心なまちづくり

 04 地域課題解決の場としての身近なｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽの適正再配置

創出により、活発な交流と

 02 居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成

 04 緑の基本計画に基づく、みどりあふれるまちの推進

まちの多様性とｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝの  01 居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成

個性豊かな地域のまちづく

 03 公民共創による都市空間を活用したまちづくり

 03 大規模資本や観光資源を生かした交流拠点の整備

 03 環境にやさしく快適な住環境の整備

③ 76.1%

 02 地域の暮らしを支える持続可能な公共交通

 02 公民共創による地域の特色を活かしたまちづくり

政策 施策
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事業 事業費

主体 （百万円）

〈事業計画〉

体系コード 事 業 名 事業の内容
2023～2026年度

の事業量
担当課
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10　社会基盤

現状値 目標値

01

02

03
の確保・向上に資する社会
基盤整備を推進します

04
の強化や体制づくりを推進し
ます

図るため、計画的な維持管理
と担い手の確保に取り組みます

③

② 主要道路における移動時間短縮

       02 広域から呼び込む幹線道路ネットワークの形成

社会基盤の持続可能な運営を

①
道路、河川、上下水道などの社会基盤の
整備状況に満足を感じる市民の割合

       02 水環境の保護・改善

       02 建設業の担い手確保に向けた取組の推進

       03 社会基盤分野のDX推進

       02 災害からの早期復旧に向けた体制の整備・強化

防災・減災に向けた社会基盤        01 自然災害による被害の最小化

生活環境の安全性・快適性        01 道路環境の安全性・快適性の向上

       03 脱炭素社会実現に向けた取組の推進

       01 戦略的な維持管理・更新等の推進

〈政策体系〉

地域連携や交流の拡大に貢献        01 市民の交流を生み出す道路ネットワークの形成

経済の好循環を支え、誰もが安全で幸せに暮らすことができる持続
可能な社会基盤を有するまちを実現します

〈分野を代表する指標〉

する道路整備を推進します

指標

浸水対策推進プランの進捗率

政策 施策
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第２ ５大重点政策 

 限りある経営資源を有効に活用し、効率的かつ効果的にまちづくりの目標を達成していく

ためには、分野の枠組みにとらわれない大局的な視点に立ち、喫緊の課題に対応する取組や、

本市独自の地域特性・地域資源を最大限に活かす取組を進めることが重要です。 

本市はこれまで、「健康長寿のまちの推進」「まちは劇場の推進」「歴史文化の拠点づくり」

「海洋文化の拠点づくり」「教育文化の拠点づくり」の５つを、最重要政策「５大構想」と位

置付け推進してきました。 

この「５大構想」の取組を継承し、深化させて重点的に取り組む政策を「５大重点政策」

として定めます。これらを「世界に輝く静岡」を実現するための推進力（エンジン）として

位置付け、取り組んでいきます。 

【４次総】５大重点政策

子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進 アートとスポーツがあふれるまちの推進

城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進

港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進

オクシズの森林文化を育てるまちの推進

【３次総】５大構想

健康長寿のまちの推進 まちは劇場の推進

海洋文化の拠点づくり

歴史文化の拠点づくり 教育文化の拠点づくり

多世代の市民の

心に根差す

スポーツ文化

徳川氏・今川氏

に代表される

歴史文化

国際拠点港湾の

清水港を中心と

した海洋文化

中山間地の

豊かな自然環境が

育む森林文化

四季折々で

展開される

多様な文化芸術

心身ともに

健康で活き活きと

暮らせる生活環境

政策に活かすべき地域特性・地域資源 

継承・深化 
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１ 子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進

子どもから高齢者まで、誰もが心身ともに健康で人生を楽しみながら、自分らしく活躍し、

暮らすことができるまちづくり

【取組の方向性】

人口減少・少子高齢化によって現役世代が減少するとともに、将来を担う子ども・若者を

取り巻く課題が複雑化している現代において、持続的に人口活力を向上させていくためには、

まちづくりの主体である市民が、世代や立場、生活環境を問わず、心身ともに健やかに育ち、

生きがいをもって自分らしく活躍できる社会の仕組みづくりが必要です。 

そこで、安心して楽しく子育てができる環境の整備や、困難を抱える子ども・若者といっ

た特別な支援を必要とする市民への対応の強化などに取り組みます。 

さらに、誰もが住み慣れた地域で、いつまでも健康で暮らし活躍できるよう、様々な関係

機関等の連携による切れ目のない支援体制の構築や、市民が自主的に健康長寿、就労・社会

参加のために活動できる環境づくりなどに取り組みます。 

◆「子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進」主要事業 

【目指す姿①】 

子どもが安心して育ち、子育てしやすい環境が充実している。 

体系コード 事業名 

【目指す姿②】 

市民が、住み慣れた地域で、健康で自分らしく暮らすことができている。 

体系コード 事業名 
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２ アートとスポーツがあふれるまちの推進

 「文化芸術」と「スポーツ」の力を活かして、市民の暮らしが豊かになるとともに、国内

外の人々が活発に交流するまちづくり

【取組の方向性】

文化芸術、スポーツは、人々の感受性や創造性を育むとともに、多くの人の心を一つにす

る力を持った、暮らしの質の向上と地域経済の成長に欠かせない要素です。 

本市においては、演劇、音楽、伝統芸能といった四季折々に展開される「まちは劇場」に

よる文化芸術と、サッカーをはじめとする多種多様なスポーツが、市民の生活に根付いてお

り、これらの地域資源をさらに磨き上げ、まちづくりに活かしていくことが必要です。 

そこで、市民が日常的に文化芸術に触れ、参加する機会の創出や、本市の文化芸術を求め

て国内外から多くの人々が訪れるための仕掛けづくりなどに取り組みます。 

さらに、市民スポーツからプロスポーツまで、それぞれのステージでスポーツに親しむた

めの環境づくりや、スポーツを通じて国内外の人々との活発な交流を促進するための場づく

りなどに取り組みます。 

◆「アートとスポーツがあふれるまちの推進」主要事業 

【目指す姿①】 

静岡の魅力・文化を求めて国内外から多くの人が来静し、市民がまちは劇場としての文化

芸術に親しんでいる。 

体系コード 事業名 

【目指す姿②】 

スポーツの力を活かし、国内外との交流が促進され、市民がスポーツに親しんでいる。 

体系コード 事業名 
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３ 城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進

 徳川氏を中心とした本市の歴史に対して市民が誇りと愛着を抱くとともに、国内外の人々

が駿府城公園周辺の静岡都心を訪れ賑わうまちづくり

【取組の方向性】

駿府城公園周辺の静岡都心は、260 年にわたる天下泰平の時代を築いた徳川氏などにまつ

わる数多くの歴史資源と、商業、業務を中心とした高度な都市機能を兼ね備えています。こ

うした城下町ならではの特徴を活かして、市民の歴史に対する誇りと愛着を醸成するととも

に、歴史資源と都市機能が有機的に融合した、風格と賑わいのあるまちづくりを進めること

が必要です。 

そこで、静岡都心において、来街の目的となる拠点の整備とそれらを活用したイベント等

の実施や、豊富な歴史資源と中心市街地の商店街等をつなぐための回遊性の向上などに取り

組みます。 

さらに、市民が本市と徳川氏などの関連性を知り歴史を理解する機会の創出や、国内外に

向けた歴史資源の魅力や価値の発信などに取り組みます。 

◆「城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進」主要事業 

【目指す姿①】 

駿府城公園周辺の歴史資源を目的とした来訪者が増えている。 

体系コード 事業名 

【目指す姿②】 

中心市街地の賑わいが増えている。 

体系コード 事業名 
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４ 港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進

 清水港に集積するオンリーワンの地域資源を活かして、海洋産業や海洋研究が発展すると

ともに、国内外の人々が交流し賑わう「国際海洋文化都市」を目指すまちづくり

【取組の方向性】

国際拠点港湾である清水港は、国内有数のコンテナ取扱量や、クルーズ船入港隻数といっ

た高い港湾機能を有する物流・人流のゲートウェイであり、その周辺には大学・研究機関に

加え、世界文化遺産の構成資産である三保松原などの観光資源が存在しています。こうした

高いポテンシャルを活かしながら、「みなと」と「まち」が一体となり、環境と経済が調和し

たまちづくりを進めることが必要です。 

そこで、清水港周辺エリアにおける賑わい創出の核となる拠点の整備や、清水港の魅力の

国内外への発信を通じた多くの来訪者の誘導などに取り組みます。 

さらに、清水港・駿河湾の特徴と環境を活かしながら、脱炭素などの高い付加価値を生み

出す産業の振興や戦略的なＭＩＣＥ誘致を推進するとともに、産学官などの多様な主体の連

携による、海洋に関わる人材の育成などに取り組みます。 

◆「港町の海洋文化を磨きあげるまちの推進」主要事業 

【目指す姿①】 

清水港周辺の賑わいが増えている。 

体系コード 事業名 

【目指す姿②】 

清水港・駿河湾の特徴と環境を生かした、産業・研究が活発になっている。 

体系コード 事業名 
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５ オクシズの森林文化を育てるまちの推進

 オクシズが都心と支え合い、住み続けられる地域になるとともに、自然環境と森林を活か

した賑わいが生まれ、持続的な経済活動が営まれるまちづくり

【取組の方向性】

本市の市域の約 80％を占める中山間地域は、豊富な自然と、地域の伝統文化や農林業とい

った人々の営みが共存し、「オクシズ」の愛称で親しまれています。都心の豊かな暮らしにも

恩恵をもたらすこの地域の魅力と強みを活かし、安心して住み続けられるオクシズを形成し

ていくことが必要です。 

そこで、オクシズにおける買い物、医療、教育等の生活機能の維持や、地域コミュニティ

を維持するための移住促進等による新たな担い手の確保などにより、生活利便性の向上に取

り組みます。 

さらに、農地や森林の適正な利用と保全を意識した経済活動のための環境づくりや、新た

な観光交流拠点の整備と観光客を呼び込むための効果的な情報発信を通じた地域の賑わいづ

くりなどにより、雇用と仕事の確保に取り組みます。 

◆「オクシズの森林文化を育てるまちの推進」主要事業

【目指す姿①】 

オクシズの生活利便性を向上させ、安心した生活を送ることができている。 

体系コード 事業名 

【目指す姿②】 

オクシズに雇用と仕事が確保されている。 

体系コード 事業名 
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第３ 

行政区別事業計画 
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第３ 行政区別事業計画 

各行政区に着目して、どのような主要事業が実施されるのかをまとめました。

駿河湾やオクシズの豊かな自然や歴史的・文化的資源がもたらす多彩な魅力を高めるとと

もに、海と陸の玄関口である地理的強みを活かし、地域と一体となって賑わいを創出するこ

とで、市民が愛着と誇りを持ち、主体的に活動できるまちづくりを推進します。 

◆葵区

駿府城跡、伝統芸能などの歴史や文化、オクシズの豊かな自然といった資源の価値を高

めるとともに、様々な地域課題に対して、区役所、企業、大学、移住者などが地域と一体

となって取り組むことで、市民がここに住み続けたいと思うまちづくりを推進します。 

体系コード 事業名 

◆駿河区 

区内に複数の大学が立地する特色を活かして、年齢などの垣根を越え人と人がつながる

機会を創出し、市民の一体感を醸成するとともに、防災意識を高める取組などを通じて地

域コミュニティを活性化させることで、誰もが住みやすいまちづくりを推進します。 

体系コード 事業名 
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◆清水区 

駿河湾やオクシズの豊かな自然や歴史的・文化的資源がもたらす多彩な魅力を高めると

ともに、海と陸の玄関口である地理的強みを活かし、地域と一体となって賑わいを創出す

ることで、市民が愛着と誇りを持ち、主体的に活動できるまちづくりを推進します。 

体系コード 事業名 
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第４ 

財政シミュレーション 

１ 財政シミュレーション 

２ 分野別投資的経費総括表 
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１ 財政シミュレーション

財政シミュレーションは、現行制度を前提として、３次総の後期実施計画に基づく歳入と歳

出の見積もりの総量を推計したものです。 

歳出区分のうちの投資的経費に、３次総後期実施計画で実施していく普通建設事業の経費が

含まれています。 

 財政シミュレーションは、国の経済動向や各種制度改正などにより大きく変わる可能性があ

り、このような場合には、実施計画の見直しを行います。 

実施計画における各種施策や事業の実施にあたっては、第３次行財政改革推進大綱の着実な

実施、アセットマネジメント基本方針に基づくアセットマネジメントの推進、利用可能な基金

等の活用などにより、計画期間中に生じると見込まれる財源不足を解消していくことを前提と

しています。 

 後期実施計画に基づく財政シミュレーションとその試算方法並びに財源不足への今後の対

応については、次のとおりです。 

○財政シミュレーション(４年間 令和４年度から７年度まで)  

区  分 
見 積 額（億円） 合計額 

構成比 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 合計 

歳 

入 

市  税 1,391 1,418 1,418 1,431 5,658 42.5%

地方譲与税・県税交付金等 301 307 306 314 1,228 9.2%

地方交付税 362 324 322 304 1,312 9.8%

国・県支出金 825 811 796 826 3,258 24.4%

市  債 244 282 274 275 1,075 8.1%

その他の歳入 205 198 195 202 800 6.0%

歳入合計(Ａ) 3,328 3,340 3,311 3,352 13,331 100.0%

歳 

出 

義

務

的

経

費

人 件 費 771 766 763 763 3,063 22.5%

扶 助 費 783 805 823 845 3,256 24.0%

公 債 費 373 376 377 377 1,503 11.1%

計 1,927 1,947 1,963 1,985 7,822 57.6%

投資的経費 413 499 468 482 1,862 13.7%

その他の経費 1,038 956 951 958 3,903 28.7%

歳出合計(Ｂ) 3,378 3,402 3,382 3,425 13,587 100.0%

財源不足額（Ａ-Ｂ） △ 50 △62 △ 71 △ 73 △ 256
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○財政シミュレーションの試算方法 

 令和４年度の当初予算額と、令和５年度以降の推計値です。 

 推計にあたっては、令和４年度当初予算をベースに、国の経済見通し等を基にした一定の条件により 

機械的に試算しています。 

◎主な区分の試算方法       

 ○市税、地方譲与税・県税交付金等 名目経済成長率※、税制改正影響分等を考慮して推計 

 ○地方交付税 現行制度を前提に推計 

 ○国・県支出金、市債 原則として歳出推計額に連動して推計 

 ○人件費 新陳代謝等を踏まえて推計 

 ○扶助費 これまでの推移等を踏まえて個別に推計 

 ○公債費  既発行分は積み上げ、新規発行分は一定の利率を基準に推計 

 ○投資的経費 ３次総後期実施計画事業に基づき推計 

※推計に用いた名目経済成長率 

 令和４年度：3.6％ 令和５年度：1.5％ 令和６年度：1.5％ 令和７年度1.5％ 

「令和４年度予算の後年度歳出・歳入への影響推計」（令和４年１月財務省）における名目成長率より 

【今後の対応】  

① 第３次行財政改革推進大綱（平成２７～令和４年度）及び次期大綱に基づく取組の実施 

  ア 事務事業の見直し・統廃合 

イ 官民連携の推進及び民間活力の活用 

ウ 公共事業等のコスト縮減 

エ 生産性を重視した働き方（フリーアドレス、モバイルワークなど）の推進 

オ 自主財源の確保（市税や国民健康保険料等の収納率の向上など） 

  カ 企業版ふるさと納税の活用（市外企業からの寄附金を活用し、地方創生の取組を推進） 

キ 市債発行額の抑制・市債残高の適正な管理（フローとストックに留意した財政運営） 

  ク 地方公営企業の経営改善 

② アセットマネジメント基本方針（平成２６～令和２５年度）に基づく第１次アクションプラン（平

成２９～令和４年度）及び次期プランの着実な実施 

ア 総資産量の適正化：令和25年度までに公共建築物の総延床面積を20％削減（平成24年３月末比）

イ 長寿命化の推進 ：計画的な予防保全による財政負担の軽減、平準化 

ウ 民間活力の導入 ：民間企業等のノウハウや資金の導入による財政負担の軽減とサービス水準 

           の向上 

③ 雇用拡大・就労促進・健康づくりなどによる扶助費の増加への対処 

ア 雇用拡大・就労促進（就職氷河期世代就職促進事業、高齢者就労促進事業の推進ほか） 

イ 健康寿命の延伸 

〇元気いきいき！シニアサポーター事業 

〇フレイル※予防事業※運動機能、認知機能等の低下により要介護となる状態。 

〇認知症予防支援体制の構築（認知症ケア推進センター「かけこまち七間町」） 

④ 利用可能な基金等の活用 

ア 財政調整基金や地域振興基金、公共建築物整備基金などの特定目的基金等の活用 

イ 効率的な基金の運用 

⑤ デジタル化の推進による事業の効率化 

 ア 情報システムの最適化（AI、RPA等新技術の導入） 

  イ 情報利活用人材育成の推進（ICTリテラシー向上のための研修ほか） 
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単位 ： 千円

基金・その他 一般財源

(基金・留保資金等) (一般会計繰出金) （％）

55７,３5０ １5６,６１１ ２55,4００ ６,１２３ １３９,２１６ ０.３％

(３１,１６２) (０) (２０,5００) (０) (１０,６６２)

一般会計 55７,３5０ １5６,６１１ ２55,4００ ６,１２３ １３９,２１６ ０.4％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

5,３７5,８９９ ７０5,１55 ２,６８３,６０３ ３９７,１７１ １,5８９,９７０ ２.６％

(5,３4９,4８９) (６９７,９44) (２,5６5,７０３) (4８4,１２６) (１,６０１,７１６)

一般会計 5,３７5,８９９ ７０5,１55 ２,６８３,６０３ ３９７,１７１ １,5８９,９７０ ３.８％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

4,１６６,３６5 ０ ３,4１３,０００ ０ ７5３,３６5 ２.０％

(２,１７０,３３９) (０) (１,5０１,８００) (０) (６６８,5３９)

一般会計 4,１６６,３６5 ０ ３,4１３,０００ ０ ７5３,３６5 ２.９％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

８,4３９,２３３ １,７０７,5１０ 4,９4７,5００ 5 １,７８4,２１８ 4.１％

(９,７２4,45３) (１,８７２,4６８) (5,６３８,5００) (5) (２,２１３,4８０)

一般会計 ８,4３９,２３３ １,７０７,5１０ 4,９4７,5００ 5 １,７８4,２１８ 5.９％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

１5,２９０,２８８ 4,３３６,２２4 ７,０６９,８００ ２,5７4 ３,８８１,６９０ ７.4％

(１4,６７１,5０９) (３,９２３,６９７) (６,７１4,０００) (３,３６２) (4,０３０,45０)

一般会計 １5,２９０,２８８ 4,３３６,２２4 ７,０６９,８００ ２,5７4 ３,８８１,６９０ １０.７％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

１６,１１4,７７１ 4,２９６,１5２ ８,３55,７７5 4１１,８２６ ３,０5１,０１８ ７.８％

(２4,６７5,９１１) (4,０８２,45０) (１4,０２０,２4１) (２,０９5,１３７) (4,4７８,０８３)

一般会計 １６,１１4,７７１ 4,２９６,１5２ ８,３55,７７5 4１１,８２６ ３,０5１,０１８ １１.３％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

１３5,６4８,０３３ ２９,２5７,８７９ ８4,０２２,２０７ １３,６６１,5０4 ８,７０６,44３ ６5.３％

(１３２,７９１,００１) (２８,２54,９７１) (８２,９７０,２０３) (１２,44８,１２３) (９,１１７,７０4)

一般会計 ７３,３０８,5２８ １８,4９３,5３６ 44,55２,4００ １,55６,１4９ ８,７０６,44３ 5１.２％

特別会計・企業会計 ６２,３３９,5０5 １０,７６4,３4３ ３９,4６９,８０７ １２,１０5,３55 ０ ９６.３％

３,７０７,１８８ ６１８,９１７ ２,７１０,８００ １5１,０44 ２２６,4２７ １.８％

(３,０９０,８９０) (１4０,２4６) (２,６２１,６００) (１６８,０44) (１６１,０００)

一般会計 １,２９９,９44 ６１８,９１７ 454,６００ ０ ２２６,4２７ ０.９％

特別会計・企業会計 ２,4０７,２44 ０ ２,２5６,２００ １5１,０44 ０ ３.７％

６,０９5,45６ 54１,６4１ ３,９８６,７5８ 5７5,０７０ ９９１,９８７ ２.９％

(６,１5７,３００) (６３5,０２３) (３,８６８,７００) (5２5,4６６) (１,１２８,１１１)

一般会計 ６,０９5,45６ 54１,６4１ ３,９８６,７5８ 5７5,０７０ ９９１,９８７ 4.３％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

１２,4２７,３4３ ２,７７８,９６７ 5,３２０,０００ ２,０３６,６１０ ２,２９１,７６６ ６.０％

(１１,4１２,６３８) (２,７６4,０８３) (4,３０２,２００) (２,１２１,4２２) (２,２２4,９３３)

一般会計 １２,4２７,３4３ ２,７７８,９６７ 5,３２０,０００ ２,０３６,６１０ ２,２９１,７６６ ８.７％

特別会計・企業会計 ０ ０ ０ ０ ０ ０.０％

２０７,８２１,９２６ 44,３９９,０5６ １２２,７６4,８4３ １７,２4１,９２７ ２３,4１６,１００ １００.０％

(２１０,０７4,６９２) (4２,３７０,８８２) (１２4,２２３,44７) (１７,８45,６８5) (２5,６３4,６７８)

１4３,０７5,１７７ ３３,６３4,７１３ ８１,０３８,８３６ 4,９８5,5２８ ２３,4１６,１００ １００.０％

６4,７4６,７4９ １０,７６4,３4３ 4１,７２６,００７ １２,２5６,３９９ ０ １００.０％

７１,２０２,5６4 １１,６０5,８２０ 4０,5９5,１９０ １２,２６１,７９２ ６,７３９,７６２ ３4.３％

(７６,３６７,０８７) (１１,０5２,３4２) (44,44８,６２5) (１２,８０８,９３３) (８,０5７,１８７)

一般会計 ２９,８７２,３３７ 5,３１６,２６4 １６,９０７,９5８ ９０８,３5３ ６,７３９,７６２ ２０.９％

特別会計・企業会計 4１,３３０,２２７ ６,２８９,55６ ２３,６８７,２３２ １１,３5３,4３９ ０ ６３.８％

（注） 　○概ね５千万円以上の投資的経費（災害復旧費を除く。）を集計しています。 上段

下段

２．分野別投資的経費総括表（令和元年度（2019年度）～令和４年度（2022年度））

政　策　区　分 事業費
財　源　内　訳

構成比
国県支出金 市債

観光・交流

内　　　　訳

農林水産

内　　　　訳

山から海の多彩な資源を活かして、人や地域が潤う農
林水産の盛んなまちを実現します

国内外から多くの人々が訪れ、活発な交流が行われる
まちを実現します

商工・物流

内　　　　訳

文化・スポーツ

内　　　　訳

歴史に彩られた静岡の文化を国内外に発信し一人ひ
とりが輝くまちを実現します

魅力的な人と企業が出会い、世界に誇れる価値を創造
するまちを実現します

子ども・教育

内　　　　訳

都市・交通

内　　　　訳

快適で質の高いまちの拠点と交通環境を充実させ、新
たな交流と活力を生み出すまちを実現します

健やかで、たくましく、しなやかに生きる力をもった子
ども・若者が育つまちを実現します

社会基盤

内　　　　訳

健康・福祉

内　　　　訳

誰もが健やかに自分らしく、地域で共に生きることの
できるまちを実現します

活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社
会基盤を有するまちを実現します。

内　　　　訳

防災・消防

内　　　　訳

生活・環境

内　　　　訳

災害から市民の生命や財産を守り、安心・安全に暮ら
せるまちを実現します

一般会計

特別会計・企業会計

アセットマネジメント関連事業費　ほか

　　　合　計

人と自然が共に生き、誰もが住み続けたいと思えるま
ちを実現します

一般会計

特別会計・企業会計

（再掲）
各分野の政策・施策
を推進するための視

点

【（ ）内は令和３年度時点】
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台風第 15 号を踏まえた 

防災対策の強化 
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第５ 台風第 15号を踏まえた防災対策の強化 

これまで、本市では、近年激甚化・頻発化している風水害や、南海トラフ巨大地震などの今後

想定される大規模地震をはじめとした自然災害などの危機に備え、ハード・ソフト一体となった

取組を推進してきました。

  しかし、令和４年９月に発生した台風第 15 号では、大規模な浸水被害や土砂災害、広範囲に

おける断水など、甚大な被害は発生したことで市民生活に大きな影響を及ぼすとともに、情報の

収集・共有化・発信のほか、治水対策、断水対策、市民への支援のあり方等、災害対応について

課題もありました。

  このため、これらの課題や教訓に基づき、必要な事業や施策を実施計画に反映し、４次総期間

においてより一層防災対策の強化を図ることで、今後も激しさを増す自然災害に打ち勝ち、市民

の生命・財産・暮らしを守り抜くことが求められています。

 【取組方針】

 ○巴川流域の治水強化

  激甚化・頻発化している猛烈な大雨でも被害を軽減できるよう、巴川の流域治水を一層強化、

推進し、短時間で、即効性のある浸水対策に取り組みます。 

 ○清水区の給水インフラの強化

清水区の水道水の大半は、興津川承元寺取水口からの水を活用しているため、市全域で安全・

安心な水道水を持続的に供給できるよう、取水口及び水道施設の強靭化を進めます。

○災害時の情報集約と発信体制の構築

災害の全体像を即時に、そして総合的に把握し、適切な避難行動や救命救助、復旧復興、生活

再建に役立てることができるよう、災害時における情報の収集・整理・発信の体制整備を進めま

す。

体系コード 事業名 
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体系コード 事業名 
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個別分野計画の策定状況
① ② ② ② ③

総合計画（分野） 構想レベル 基本計画レベル 実施計画レベル 概要（３行程度）

1 ①観光・交流
静岡市地域外交基本方針

2017～2022
海外との交流を通じて地域経済の活性化を図るため、各
局の国際的な取組を総合的に推進するための指針

2 ②農林水産
各所管部局において実施している中山間地関連施策を調
整し、統一的な方針のもとに総合的な施策体系をまとめ
た計画

3 ②農林水産

本市農業を「農家経済を支える産業」「地域経済の存
続・発展に寄与する産業」とし、公益的機能を発揮する
ことで、市民が豊かな生活を享受できるまちにすること
を目的とする。

4 ②農林水産
市街化区域の農地を保全し、営農活動の支援、住民との
共存による多様な機能の発揮と市民生活の向上を目的と
した計画。

5 ②農林水産
地域農業の担い手の育成のための目標、営農指標等を示
し、地域農業の安定、発展を進めるための基本的な考え
を示すもの。

6 ②農林水産
森林関連施策の方向性や、伐採や造林等の森林施業に関
する指針等を定めた計画

7 ③商工・物流
※総合計画の（分野）は、①観光・
交流、②農林水産にも関係している

本市の目指すべき産業・経済の将来像や基本方向ととも
に、それらの実現に向けた基本方針等を例示するもの。

8 ③商工・物流
市のものづくり産業を、次世代技術も取り入れ、世界に
通用する産業として発展させ、地域で生産された製品を
市民が愛し活用する風土を醸成する

9 ③商工・物流
地域基本計画
Ｈ３０～Ｒ４

地域の特性を活かし、付加価値の高い地域経済牽引事業
に取り組む市内企業を支援する
【「地域未来投資促進法」に基づく計画】

10 ③商工・物流
戦略産業等支援強化地域基本計画

Ｈ３０～Ｒ４

地域の特性を活かし、付加価値の高い地域経済牽引事業
に取り組む市内企業を支援する
【「地域未来投資促進法」に基づく計画】

11 ③商工・物流

中心市街地の活性化を図り、多くの人が暮らしやすいコ
ンパクトで賑わいあふれるまちづくりを目指し、ハー
ド・ソフト両面の事業を総合的かつ集中的に実施するた
めの実行計画。

12
地域基本計画
Ｈ３０～Ｒ４

13
戦略産業等支援強化地域基本計画

Ｈ３０～Ｒ４

14 ④文化・スポーツ
文化振興計画
Ｈ２９～Ｒ４

「静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化
の振興に関する条例」に基づき、総合的かつ持続的な文
化の振興を図り魅力あるまちづくりに活かすための計画

15 ④文化・スポーツ
スポーツの推進により健康で豊かな生活の実現ができる
よう本市の特性を活かしたスポーツ振興の方向性を示し
た計画（スポーツ基本法）

16 ④文化・スポーツ
豊かな生涯学習社会の実現をめざして、市民の学習活動
を促進し、支援するための基本方針。

17 ⑤子ども・教育
本市教育のビジョンを示すとともに、教育振興のための
具体的な施策を総合的かつ体系的に示した計画

18 ⑤子ども・教育
静岡市立小・中学校の
適正規模・適正配置方針

Ｈ２８～Ｒ２５

小・中学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方、取
組の進め方等を示した方針

19 ⑤子ども・教育
第３次静岡市子ども読書活動推進計画

Ｈ２７～Ｒ４

子どもが自然に読書に親しむことができるよう、子ども
の読書環境を整備する施策を総合的に推進するための計
画

20 ⑤子ども・教育
教育委員会食育推進計画

Ｈ３０～Ｒ４

小中学校における食育を推進し、望ましい食習慣や食を
選択する力を身につけた子どもの育成を目指すための計
画

21 ⑤子ども・教育
静岡市の子ども・子育てに関する計画
（小学生以下の子どもが主な対象）

22 ⑤子ども・教育
静岡市の子ども・若者に関する計画
（小学生から30歳未満の子ども・若者が主な対象）

23 ⑤子ども・教育
社会的養護における課題を改善し、子どもの最善の利益
のために社会全体で子どもを育むための取組に関する計
画

24 ⑥都市・交通
建築物等の耐震改修を中心とした事前対策を迅速に進め
ることにより、安全・安心に暮らせる市民生活の確保を
図る。

地域の特性を活かし、付加価値の高い地域経済牽引事業
に取り組む市内企業を支援する

【「地域未来投資促進法」に基づく計画】

農業振興計画
Ｈ２７～Ｒ４

生涯学習推進大綱（しずおか☆希望の人づくりプラン）
　Ｈ２７～Ｒ４

静岡市子ども・子育て支援プラン
Ｈ２７～Ｒ１

第２次静岡市子ども・若者育成プラン
Ｈ２７～Ｒ４

農業経営基盤の強化の促進に関する基本計画
Ｈ２６～

都市農業振興基本計画
Ｈ３０～

オクシズ地域おこし計画
2019～2022

耐震改修促進計画
Ｈ２８～Ｒ２

家庭的養護の推進に向けた静岡県推進計画
Ｈ２７～Ｒ１１

第２期　静岡市教育振興基本計画
Ｈ２７～Ｒ４

スポーツ推進計画
　Ｈ３０～Ｒ４

森林整備計画
2015～2024

中心市街地活性化基本計画
Ｈ２８～Ｒ２

第３次ものづくり産業振興基本計画
Ｈ３１～Ｒ４

産業振興プラン
Ｈ２７～Ｒ４

③商工・物流
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① ② ② ② ③

総合計画（分野） 構想レベル 基本計画レベル 実施計画レベル 概要（３行程度）

25 ⑥都市・交通
市民の住生活の安定の確保及び向上の促進に向けた住宅
政策の理念と目標を定め、住宅施策の基本的な方向性を
定めた計画

26 ⑥都市・交通
老朽化した市営住宅の円滑な更新を行うため、市営住宅
の長寿命化を図り、ライフサイクルコストの縮減につな
げ、市営住宅の需要に的確に対応するための計画

27 ⑥都市・交通

　みどり豊かで快適な静岡市の形成を目指し、生活環境
の向上に資するみどりの保全上及び緑化の推進に関する
施策や取り組みを示し、将来あるべき姿の実現に向け、
本計画を定める。

28 ⑥都市・交通
公園施設長寿命化計画

Ｈ２６～Ｒ５

公園施設の更新・補修計画を定めることで、公園施設の
安全性確保と機能保全を図りつつ、維持管理予算の縮減
や平準化を図る

29 ⑥都市・交通

都市構造の在り方を示し、静岡・清水両都心地区のまち
づくりの目標と具体的なエリアや取り組みを示したも
の。都市構造編、まちづくり編、交通体系編に分かれて
いる。

30 ⑥都市・交通
都市の将来像や土地利用の方向性、都市施設の配置方針
等を明らかにした、都市計画の基本的な方針示したもの

31 ⑥都市・交通
都市計画マスタープランに示す「集約連携型都市構造」
の実現に向け、都市機能や居住の適正な誘導を図るため
の計画。

32 ⑥都市・交通
大谷・小鹿地区まちづくり

グランドデザイン
Ｈ２５～

大谷小鹿地区（125ha）の土地利用の基本方針や目指すべ
き導入機能などまちづくりの方針を定めた計画

33 ⑥都市・交通
良好な景観をつくり、守り、育てるため、都市景観の形
成を総合的に推進する計画

34 ⑥都市・交通
わかりやすく、美しく、親しみやすいまちづくりを進め
るため、来街者を案内する計画

35 ⑥都市・交通

総合計画に掲げる「世界に輝く静岡」の実現に向け、集
約連携型都市構造をささえる総合的な交通体系を構築す
るための計画（交通基本法）

36 ⑥都市・交通
コンパクトなまちづくりとともに、持続可能な地域公共
交通網の構築を目指すための計画（地域公共交通活性化
再生法）

37 ⑥都市・交通

市民が積極的に自転車を選択し、誰もが安全で快適に自
転車を利用できるまちづくりを目指すための計画

38 ⑥都市・交通
静岡駅周辺バリアフリー

特定事業計画
Ｈ１５～Ｈ２２

静岡駅周辺地区を対象に交通バリアフリー法に基づく基
本構想を策定し、「誰にも安全で安心なまちづくり」の
実現を目指す。

39 ⑥都市・交通
草薙駅周辺地区を対象にバリアフリー新法に基づく基本
構想を策定し、「誰にも安全で安心なまちづくり」の実
現を目指す

40 ⑥都市・交通
安倍川駅周辺地区を対象にバリアフリー新法に基づく基
本構想を策定し、「誰にも安全で安心なまちづくり」の
実現を目指す。

41 ⑥都市・交通
清水駅周辺地区を対象にバリアフリー新法に基づく基本
構想を策定し、「誰にも安全で安心なまちづくり」の実
現を目指す

42 ⑦社会基盤

清水都心の中核である「清水港」の20～30年後のあるべ
き姿（将来像）を描いたもの。現在、県市民間により
「清水みなとまちづくりグランドデザイン」の策定がな
されており、2019年度公表見込み。

43 ⑦社会基盤
地籍調査基本計画（短期）

Ｒ２～Ｒ１１

大規模災害時の迅速な復旧復興に資する地籍調査を基本
方針とし、地籍調査を合理的かつ効率的に推進するた
め、その優先順位や調査手法等を定めた計画。

44 ⑦社会基盤 静岡市第三期無電柱化推進計画

「無電柱化の推進に関する法律」、国の「無電柱化推進
計画」に基づき、「防災、安全・安心、景観」の観点か
ら今後、無電柱化事業を推進する候補路線を抽出した整
備計画

45 ⑦社会基盤 静岡市歩行空間整備計画
小学校通学路における今後の歩行空間整備の方向性を交
通安全上の観点から定め、効率的かつ効果的に整備を推
進していく事業計画

46 ⑦社会基盤
地域の活性化に貢献し、安心・安全で快適な市民生活を
支えるため、効率的かつ効果的な道路行政の方針を示し
た計画。

47 ⑦社会基盤
中山間地道路整備計画

Ｈ１８～

山間地域の道路整備において、地域特性や気象条件、道
路の利用特性等に応じた「1.5車線的道路整備」を示した
計画。

48 ⑦社会基盤

交通安全および自転車利用ニーズを踏まえ、日常生活に
おける交通手段やサイクリングを楽しむ方が安全に走行
できることを目的に、自転走行空間のあり方およびその
利用促進に向けた自転車走行空間の整備計画。

自転車利用計画
Ｈ２７～Ｒ１６

地域公共交通網形成計画
Ｈ３１～Ｒ１７

総合交通計画
Ｈ２８～Ｒ１７

公共サイン計画
Ｈ１８～

景観計画
Ｈ２０～

静岡駅周辺地区交通バリアフリー基本構想
Ｈ１６～

静岡市自転車走行空間ネットワーク整備計画

第２次静岡市のみちづくり
Ｈ２７～Ｒ４

都市計画マスタープラン
Ｈ２８～Ｒ１７

都心まちづくり戦略
Ｈ２２～

みどりの基本計画
Ｈ２７～

公営住宅等長寿命化計画
Ｈ３１～Ｒ１０

住生活基本計画
Ｈ３０～Ｒ８

地籍調査基本計画
Ｈ２５～

立地適正化計画
Ｈ２８～Ｒ１７

清水港ビジョン
Ｈ１９～

清水駅周辺地区バリアフリー基本構想
2012～2020

安倍川駅周辺地区バリアフリー基本構想
Ｈ２２～

草薙駅周辺地区バリアフリー基本構想
2012～2020
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49 ⑦社会基盤 道路橋長寿命化計画
静岡市道路構造物維持管理計画

（道路橋編）

活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基
盤を有するまちづくりの実現を目指し、計画的な老朽化
対策、長寿命化対策を実施していくための計画。

50 ⑦社会基盤 道路橋長寿命化計画 静岡市道路橋耐震化計画
活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基
盤を有するまちづくりの実現を目指し、計画的な耐震対
策を実施していくための計画。

51 ⑦社会基盤
静岡市道路構造物維持管理計画

（舗装編）

活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基
盤を有するまちづくりの実現を目指し、計画的な老朽化
対策、長寿命化対策を実施していくための計画。

52 ⑦社会基盤
静岡市道路構造物維持管理計画

（道路土工構造物編）

活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基
盤を有するまちづくりの実現を目指し、計画的な老朽化
対策、長寿命化対策を実施していくための計画。

53 ⑦社会基盤
静岡市道路構造物維持管理計画

（トンネル編）

活発な経済活動や快適な市民生活を支える強靭な社会基
盤を有するまちづくりの実現を目指し、計画的な老朽化
対策、長寿命化対策を実施していくための計画。

54 ⑦社会基盤 雨水総合排水計画
都市計画区域内の全ての雨水排水施設整備に関するマス
タープランであり、関連部局連携のもと効率的かつ計画
的に行うための基本的な方針

55 ⑦社会基盤 雨水総合排水計画
都市計画区域内の全ての雨水排水施設整備に関するマス
タープランであり、関連部局連携のもと効率的かつ計画
的に行うための基本的な方針

56 ⑦社会基盤
浸水対策推進プラン
Ｈ１７～Ｒ１２

H15,16年に発生した集中豪雨による浸水被害箇所におい
て、河川部局と下水道部局が協力して対策を講ずるため
の計画

57 ⑦社会基盤
しずおか水ビジョン基本構想

Ｈ２７～
社会的背景や市民ニーズなどを参考に上下水道事業の長
期的に目指す姿を示したもの

58 ⑦社会基盤
上下水道事業経営戦略
Ｈ３１～Ｒ１２

上下水道事業の中期的な基本計画であり、今後12年間の
進むべき方向性を示したもの

59 ⑦社会基盤
上下水道事業中期経営計画

Ｒ１～Ｒ４
今後4年間の短期的かつ具体的な事務事業を示した計画

60 ⑦社会基盤
公共下水道全体計画（汚水）

～Ｒ１２

公共下水道が最適な汚水処理となる区域を定め、人口や
汚水の量などを見込んで、管路や処理場など必要な施設
を適正配置するための計画

61 ⑦社会基盤
汚水処理計画（長期計画）

Ｈ２９～Ｒ２８
汚水処理計画（中期計画）

Ｈ２９～Ｒ８

汚水処理施設（公共下水道・農業集落排水・合併処理浄
化槽）の早期普及のため、整備区域を見直し、公共用水
域の水質保全などを図るための計画

62 ⑦社会基盤
公共下水道事業計画

～Ｒ４
全体計画で定めた区域のうち、概ね5～7年の間に財政状
況などを考慮して整備可能な区域を定めた計画

63 ⑦社会基盤
公共下水道再構築基本計画

Ｈ２６～
ストックマネジメント計画

Ｈ２９～Ｒ１

下水道ストックの老朽化が進行する中、投資平準化や
サービス水準を確保するため、アセットマネジメント手
法を採用した持続可能な下水道事業計画

64 ⑦社会基盤
下水道総合地震対策計画

Ｈ２５～Ｒ４

大規模な地震時においても下水道の基本的な機能を十分
に発揮できるように施設の耐震化対策を推進するための
計画

65 ⑧健康・福祉

「すべての人が身近な地域で支え合いながら、ともに生
きる」という基本的な考え方のもとに、高齢者や障害の
ある人、子どもなどの個別計画に共通する基本的な理念
や目標を示す計画

66 ⑧健康・福祉
地域福祉基本計画

（地域福祉計画・地域福祉活動計画）

Ｈ２７～Ｒ４

地域福祉計画後期実施計画
Ｈ２７～Ｒ４

すべての人が家庭や地域の中で生涯を通じて生きがいを
持ち安心して健やかに自分らしい生活を送ることのでき
るまちを目指すための計画

67 ⑧健康・福祉
成年後見制度利用促進計画

Ｈ２７～Ｒ４

成年後見制度とは、認知症や知的障がい、精神障がいな
どにより判断能力が十分でない方の権利を守り、生活や
財産を法律的に支援する制度であり、この制度の利用促
進に取り組んでいくための計画

68 ⑧健康・福祉
健康長寿のまちづくりのための基本目標、施策方針、施
策体系等を定めた計画（高齢者保健福祉計画、介護保険
事業計画を包含）

69 ⑧健康・福祉
高齢者が生きがいを持ち、尊厳を保ちながら自立した生
活が送れる地域社会の創造を目指すための計画（老人福
祉法）

70 ⑧健康・福祉
高齢者が生きがいを持ち尊厳を保ちながら自立した生活
が送れる地域社会の創造を目指す計画

71 ⑧健康・福祉

障がいのある人のための施策の基本的な内容を定める
「障害者計画」、サービス量の見込みと必要量を確保す
るための方策を定める「障害福祉計画」「障害児福祉計
画」の３つを併せた計画。

72 ⑧健康・福祉
健康増進法に基づく市町村健康増進計画で、「生涯を通
じて、生きがいを持ち、健康な人が満ちあふれるまち」
をめざし、各種施策を推進している。

73 ⑧健康・福祉
「食の安心の提供」と「食の安全の確保」のために取り
組む事業をまとめた行動計画

健康福祉基本計画
Ｈ２２～Ｒ１

介護保険事業計画
2018～2020

高齢者保健福祉計画
Ｈ３０～Ｒ２

健康爛漫計画(第２次)
Ｈ２５～Ｒ４

障害者共生のまちづくり計画
Ｈ３０～Ｒ２

健康長寿のまちづくり計画
Ｈ３０～Ｒ４

食の安心・安全アクションプラン
2019～2022
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74 ⑧健康・福祉

自殺死亡率の減少を目的とし、本市の状況に応じた総合
的な自殺対策に取り組むための計画。

75 ⑧健康・福祉
市民一人ひとりが食について未来のために今できること
を考え、健やかな食生活を実践することで健康寿命を延
伸し、豊かな人間性を育む食育を目指すための計画。

76 ⑧健康・福祉
総務省通知「公立病院改革ガイドライン」及び「公立病
院改革の推進について」に基づく清水病院の経営計画

77 ⑨防災・消防
浸水対策推進プラン
Ｈ１７～Ｒ１２

H15,16年に発生した集中豪雨による浸水被害箇所におい
て、河川部局と下水道部局が協力して対策を講ずるため
の計画

78 ⑨防災・消防
特定都市河川浸水被害対策法に基づき、河川管理者・下
水道管理者が共同で（二）巴川の浸水被害防止を図るた
めの計画

79 ⑨防災・消防
特定都市河川浸水被害対策法に基づき、河川管理者・下
水道管理者が共同で（二）巴川の浸水被害防止を図るた
めの計画

80 ⑨防災・消防
地域防災計画
Ｈ１５～

災害対策基本法第42条の規定により、市民の生命、身体
及び財産を災害から保護するため、市域に係る防災対策
の大綱を定める。

81 ⑨防災・消防
緊急地震津波対策

アクションプログラム

　地震・津波対策を、計画的かつ効果的に推進し、
「災害に強く、安心・安全に暮らせるまち」を目指
すための計画

82 ⑨防災・消防
業務継続計画
H２８～

　災害時に行政自らも被災し、人、物、情報等利用でき
る資源に制約がある状況下において、優先的に実施すべ
き業務（非常時優先業務）を特定するとともに、業務の
執行体制や対応手順、継続に必要な資源の確保等をあら
かじめ定める計画

83 ⑨防災・消防

　武力攻撃事態等において武力攻撃等から国民の生命、
身体及び財産を保護し、並びに武力攻撃等の国民生活お
よび国民経済に及ぼす影響を最小とするための国民保護
措置を迅速に実施することを目的とする。

84 ⑨防災・消防
大規模地震災害に対し、市民の生命を守り防災機能を高
め復旧を早期実現するため市有公共建築物の耐震化を促
進することにより安心安全な都市づくりを推進する計画

85 ⑩生活・環境
本市の環境保全及び創造に関する施策を総合的かつ計画
的に推進するための計画

86 ⑩生活・環境
市域の自然的社会的条件に応じて温室効果ガスの排出抑
制等を推進するための計画

87 ⑩生活・環境
循環型社会形成の推進を目的とし、長期的視点に立った
本市の一般廃棄物処理の基本方針となる計画

88 ⑩生活・環境
循環型社会の実現を基本理念として、産業廃棄物行政推
進のための基本的な事項を定めた計画

89 ⑩生活・環境
被害者への支援体制を充実し、DV防止と被害者の保護・
自立支援に関して更なる推進を図るための計画

90 ⑩生活・環境
女性の職業生活における活躍推進に関する施策を総合的
かつ計画的に実施するための計画

91 ⑩生活・環境
市・市民・事業者等が協働して、防犯意識の高揚を図
り、安心・安全なまちづくりを推進するための計画

92 ⑩生活・環境
交通安全対策に関する施策を総合的かつ計画的に推進す
るための計画

93 ⑩生活・環境
消費生活の安定及び向上に関する施策を総合的かつ計画
的に推進するための計画

94 ⑩生活・環境
消費者教育を総合的、一体的に推進するための基本的な
方向と内容を明らかにするための計画

95 ⑩生活・環境
第２次ユニバーサルデザイン

後期行動計画
Ｈ３１～Ｒ４

ユニバーサルデザインの理念にもとづくまちづくりをさ
らに推進するための考え方や取り組むべき施策の基本的
な展開方向を示すための計画

96
その他（市民自治・
都市経営）

市民活動（ＮＰＯ活動やボランティア活動など）の促進
する施策を総合的かつ計画的に実施するための計画。
（静岡市市民活動の促進に関する条例）

97
その他（市民自治・
都市経営）

一人ひとりが個性と能力を発揮し、責任を分かち合う男
女共同参画社会の実現に向け、施策を総合的かつ計画的
に推進するための計画

男女共同参画行動計画
Ｈ２７～Ｒ４

ユニバーサルデザイン基本計画
Ｈ２０～

巴川流域水害対策計画
Ｈ２１～Ｒ１１

地球温暖化対策実行計画
Ｈ２８～Ｒ４

公共建築物耐震対策推進計画
Ｈ１６～Ｒ８

国民保護計画
Ｈ１８～

消費生活基本計画
Ｈ２７～Ｒ４

交通安全計画
Ｈ２８～Ｒ２

犯罪等に強いまちづくり基本計画
Ｈ２７～Ｒ４

女性活躍推進計画
Ｈ２９～Ｒ４

配偶者等からの暴力の防止及び被害者の支援に
関する基本計画（DV防止基本計画）

Ｈ２６～Ｒ４

産業廃棄物処理対策基本計画
Ｈ２２～Ｒ１

一般廃棄物処理基本計画
Ｈ３１～Ｒ８

環境基本計画
Ｈ２７～Ｒ４

第３次食育推進計画
Ｈ３０～Ｒ４

消費者教育推進計画
Ｈ２７～Ｒ４

市民活動促進基本計画
Ｈ２７～Ｒ４

自殺対策行動計画
Ｈ３１～Ｒ４

清水病院経営計画
Ｈ２７～Ｒ３

巴川流域水害対策計画
Ｈ２１～Ｒ１１
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98
その他（市民自治・
都市経営）

外国人と日本人の住民双方が地域社会を担う対等なパー
トナーとしてともに暮らせる多文化共生のまちづくりを
推進するための計画

99
その他（市民自治・
都市経営）

　本市ICT施策の推進指針として、行政の高度化、市民ｻｰ
ﾋﾞｽ向上に資する直近２年間のICT推進の取組みを定めた計
画

100
その他（市民自治・
都市経営）

第２次職員適正配置計画
Ｒ１～Ｒ４

貴重な経営資源である職員を最大限有効に活用し、適正
配置を行う取組を定める計画。

101
その他（市民自治・
都市経営）

新人材育成ビジョン
Ｒ１～Ｒ４

本市職員が目指すべき姿「使命感と熱意を持ち自ら考え
行動できる職員」を育成するための人材育成の基本方針

102
その他（市民自治・
都市経営）

本市の行財政改革に関する取組の基本理念を定めた大綱
及びその実現に向けた具体的な取組をまとめた実施計画

情報化推進計画
Ｒ１～Ｒ２

多文化共生推進計画
Ｈ２７～Ｒ４

行財政改革推進大綱、同実施計画
Ｈ２７～Ｒ４
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今後更新予定



令和３年度 令和４年度
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

策定会議・
広報等

基本構想

基
本
計
画

1-

４
章

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

横
断
的
視
点

人
口
活
力

５
章

分
野
別
政
策

６
章

５
大
重
点

政
策

７-

8
章

区
役
所
の
取
組

基
本
認
識

実施計画

冊子作成

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ

策定会議
議題・報告事項

市民参画

有識者ﾋｱﾘﾝｸﾞ

議会対応

策定方針
決定

３次総評価
時代潮流反映

骨子
作成

基本構想
骨子作成

検討体制検討

基
本
構
想
・
基
本
計
画

11
月
議
会
議
決（
12/

16
）

２月議会
報告事業検討 文章化・予算化

分野別体系
検討・決定

事業検討

基本構想・基本計画
素案作成

骨子作成

内容組み込み検討
指標検討

詳細検討

事業検討

４次総全体スケジュール

6/15
第１回

7/20
第２回

9/15
第３回

11/15
第４回

12/9
第５回

2/1  第６回

4/25
第７回

5/24
第８回

6/13
第９回

7/14
第10回

10/6
第11回

PT結成

策定体制決定

主に７つの柱の
各作業をフォロー

現状分析
目指す姿検討

現状分析
課題抽出

【第１回】
・基本方針
・基本構想
の考え方
・体系イメー
ジ

【第２回】
・目標人口
・基本構想
の概要
・３次総評価
・部会進め方
・市民参画
・有識者

【第３回】
・基本構想
・目標人口
・７つの柱
目指す姿
・表現検討
・ＰＴ進捗

【第４回】
・基本構想
・４次総体系
・ＳＤＧｓ
・有識者ヒア
・各部会
進捗報告
・PT

【第５回】
・基本構想
・４次総体系
・７つの柱
進捗
・政策施策
評価
・分野別進捗
・市民参画

【第６回】
・基本構想
骨子
・基本計画
骨子
・７つの柱
修正

市長ミーティング室
Voice of しずおか市民アンケート
パブコメ①

市民アンケート（指標）
パブコメ②

実施

PT人選検討

目的 手段検討
成果指標検討

構成作成

構成検討
内容検討

位置付け
体系検討

３次総評価
各区意見交換

ロジックモデル作成

方向性検討
指標検討 骨子

作成

内容検討
(区役所)

市民意見、有識者意見反映
文章化作業

市民意見、有識者意見反映
文章化作業

事業整理
文章化作業

ローリングに合わせ
事業整理

修正作業

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
①
期
間
：
３
月
１
日
～
31
日

各作業をフォロー

【第７回】
・７つの柱
・パブコメ①
結果
・分野別計画
・Voice報告

【第８回】
・７つの柱
・70万人に
代わる指標
・横断的視点

【第９回】
・分野別計画
・区役所の
取組
・基本認識

【第10回】
・パブコメ②
案
・シンポジウ
ム情報提供

【第11回】
・基本構想・
基本計画案

【第12回】
・４次総に
おける指標の
設定について

会派説明 市議会協議会 会派説明 議案説明会

文章化作業

シンポジウム

方向性検討・発注 作成作業
完成

会派説明

広報８月号
(ﾊﾟﾌﾞｺﾒ内容)

広報３月号
(４次総概要)

今ここ

修正作業

修正作業

会派説明

資料３

内容検討
(認識)

会派説明

文章化作業

見直し検討 ロジックモデル修正作業

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
②
期
間
：
８
月
１
日
～
31
日

骨子
作成

文章化
作業

修正作業

10/28
経営会議

業者
決定

1/11
第12回

2/16 市議会協議会
(実施計画報告)

2/2
経営会議
(実施計画)


